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序 文 

 

 日本国政府は、中華人民共和国政府の要請に基づき、同国の山西省母子保健医療機材

整備計画にかかる基本設計調査を行うことを決定し、独立行政法人 国際協力機構がこ

の調査を実施しました。 

 当機構は、平成 16 年 11 月 30 日から 12 月 29 日まで基本設計調査団を現地に派遣し

ました。 

 調査団は、中華人民共和国関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地

調査を実施しました。帰国後の国内作業の後、平成 17 年 3月 6 日から 3月 20 日まで実

施された基本設計概要書案の現地説明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役

立つことを願うものです。 

 終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げま

す。 

 

 

平成 17 年 5 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

理 事 小島 誠二 

 



伝 達 状 

 

 

 今般、中華人民共和国における山西省母子保健医療機材整備計画基本設計調査が終了い

たしましたので、ここに最終報告書を提出いたします。 

 

 本調査は、貴機構との契約に基づき、弊社が平成 16 年 11 月より平成 17 年 5 月までの 6.0

ヵ月にわたり実施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、中国の現状を十分

に踏まえ、本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適し

た計画の策定に努めてまいりました。 

 

 つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 

 

 

平成 17 年 5 月 
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省母子保健院・児童病院正面入口 
 
 
 
 

保育器（温度調節が出来ない） 
 
 
 
 

 
体重計（老朽のため精度が不安定） 

 
 

 
救急車（配備後 8 年、老朽により故障頻発） 
 
 
 
 

 
単純Ｘ線装置 
（配備後 12 年、老朽のため画像が不鮮明） 
 
 
 

 
診察台（マットの部分が変形している） 

省母子保健院・児童病院
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要   約 

 中国政府は「衛生事業第十次五ヵ年計画（2001年～2005年）」を策定、「2010年までに全国の乳児（１

歳未満）死亡率を 33.2 人/千人(2000 年)から 27.0 人/千人に引き下げること」及び「妊産婦死亡率を

53.0 人/10 万人(2000 年)から約 40.0 人/10 万人に引き下げることを主要な健康指標の達成目標の一

つとして掲げている。 

国の保健政策を受けて、山西省は「山西省 衛生事業第十次五ヵ年計画」を制定し、安全な分娩、先

天性奇形児の出生回避を目指す婚前医学検査の実施率の向上、乳児、５歳未満児及び妊産婦死亡

率の引き下げを重点としてきた。 また山西省は 1997 年から女性の婚前指導、健康教育、妊娠中期検

査の実施などを通じて出生時障害発生率、乳児死亡率、妊産婦死亡率の引き下げをはじめとした基幹

プログラム「削峰工程」を推進してきている。 この結果、2003 年の乳児死亡率は 20.50 人/千人, 妊産

婦死亡率は4１.72人/10万人となっており、全国平均よりも良好な指標となっている。しかし、これら指標

は近年下げ止まりの傾向が見られるうえ、大気汚染等の環境問題に起因すると見られる出生時障害発

生率は 2003 年で 163.17 /1 万人と全国平均の 133.69 人/1 万人を大きく上回っている。中でも心臓奇

形の発生率は同年の全国平均が総出産数の 0.8%に対して、山西省は同 1.2% と高い数値を示しており、

同省における母子保健の状況は依然として改善の余地が大きい。 

山西省における母子保健サービスネットワークのトップレファラルに位置付けられる省母子保健院・児

童病院及びセカンドレファラルに当る市レベル母子保健院／母子保健所（計 11 ヶ所）は、母子保健医

療サービスの基礎的な活動に必要となる機材の老朽化や不足が著しく、これら施設が担う母子保健サ

ービスの責務を充分に果たせない状況となっている。 

こうした状況下、山西省は「山西省 衛生事業第十次五ヵ年計画」のもと、母子保健ネットワークシス

テムを構成している省母子保健院・児童病院及び各市レベル母子保健院/母子保健所への機材整備

を通じ、山西省における母子保健サービス体制の量的・質的向上を図るため、2001 年に我が国へ無償

資金協力を要請した。 

 その要請に対し、日本国政府は基本設計調査の実施を決定し、独立行政法人 国際協力機構(JICA)

は 2004 年 11 月 30 日から 12 月 29 日まで基本設計調査団を派遣した。調査団は、本計画の背景・内

容の詳細等につき中国政府及び山西省関係者と協議・確認・資料収集等を行い、その後の国内解析

及び 2005 年 3 月 6 日から 3 月 20 日まで実施した基本設計概要書の現地説明を経て、本基本設計調

査報告書を取りまとめた。 

現地調査の結果、以下の理由により本計画実施の必要性・妥当性が認められた。 

① 本計画の対象施設は、山西省において産科・婦人科・小児科等の医療サービスを提供するトップ

レファラル、セカンドレファラル医療施設として位置付けられており、本プロジェクトの実施は省の

「山西省 衛生事業第十次五ヵ年計画」、「削峰工程」による保健プログラムを推進し、母子患者に

質の高い医療サービスを提供する上で重要な役割を果たす。 

② 各計画対象施設の現有機材は、耐用年数を大幅に超過しており、老朽化によって医療活動の著

しい停滞を招いている。計画機材は主に母子保健医療サービスの向上に質するものであり、計画
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対象施設は産科・婦人科・小児科の重篤な患者を受け入れる中核医療施設であることから、これら

施設の整備・機能回復は急務である。 

③ 本計画での調達予定機材は、計画対象施設が現有する機材の更新・補充に主眼をおいて計画さ

れており、本計画実施後の維持・管理・運営は中国独自の人材・技術レベルで充分対応できる。 

④ 各計画対象施設の機材整備を通じ医療サービス供給体制が強化され、母子保健ネットワーク機能

が充実する。これにより地域の母子患者に対し迅速な医療サービスの提供が可能となり､ひいては

「早期診断、早期治療」体制が促進される。 

⑤ 計画の目的が｢BHN｣を支えるものであり、我が国の無償資金協力事業の目的に沿うものである。 

 

本事業計画対象施設に対する調達機材の選定にあたっては、以下の基本方針に基づいた。 

① 母子保健の医療サービス活動に供する機材であること。（出産可能年齢の女性、妊婦及び 5 歳未

満の小児の疾病診断、治療） 

② 調達機材は、計画対象施設において極度に不足し、山西省のトップレファラル、セカンドレファラ

ル病院としての役割を果たす為、緊急的に整備の必要な機材及び基本的な医療サービス活動に

必須の機材とする。 

③ 省母子保健院・児童病院及び母子保健院／母子保健所間の母子保健サービスネットワークの連

携に必要な機材。 

④ 機材の調達は、原則として現有機材の更新及び補充のみとし、新たに操作技術等の取得を要す

る高度医療機材や高額な維持管理・運営予算の確保が必要となる機材については計画の対象外

とする。 

⑤ 計画対象施設の規模、活動内容、患者数、疾病傾向、母子保健の特殊事情等に鑑み、各施設の

現況に即した仕様、数量の機材を調達する。 

⑥ 周期交換部品及び消耗品等の供給並びに保守・維持管理等のサービスの確保を容易にするため、

アフターサービスが必要な機材については中国に代理店が設定されている事とする。 

 

本計画で調達が予定されている主な機材は以下のとおりである。 
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１） 山西省母子保健院・児童病院  

 

 

救急車 

心血管造影装置､ポリグラフ 

ＣＴスキャナー、イメージャー、造影剤注

入器 

乳房Ｘ線撮影装置 

Ｘ線装置 

人工呼吸器 （成人用、新生児用） 

手術灯 

手術台 

手術台電動 

眼科用手術台 

電気メス 

膀胱鏡 

冷凍ミクロトーム 

麻酔器 （成人用、新生児・小児用） 

内視鏡用滅菌器 

人工心肺装置 

ホルター心電計 

気管支内視鏡 

超音波骨密度計 

リープメス 

 

子宮鏡－手術用、診断用 

血液凝固計 

全自動免疫化学発光分析器 

腹腔鏡（小児） 

高速遠心器 

エライザマイクロプレートリーダー 

高圧蒸気滅菌装置 

自動血球分析装置 

血液ガス分析装置 

患者監視装置 

白黒超音波診断装置 

カラードップラー超音波診断装置 

手術用顕微鏡 

紫外線分光光度計 

蛍光顕微鏡 

血液濾過装置 

大腸鏡 

間接鏡 

鼻－喉頭鏡 

誘発電位付筋電計 

 

２）母子保健院／母子保健所 11 ヶ所 

超音波診断装置 救急車 

 

  本計画の主管官庁は、中国山西省衛生庁及び商務庁であり、事業実施にかかる具体的な業務は、

同庁の基層衛生婦幼保健局（基層衛生＝保健医療サービス体制の末端レベルでの衛生）が担当部局となる。実

施機関は同局の管轄下にある山西省母子保健院・児童病院と 11 ヵ所の市母子保健院/母子保健所

である。 

 

 本プロジェクトを日本の無償資金協力により実施する場合、総事業費は日本側 8.72 億円と省母

子保健院・児童病院の心血管造影装置据付予定室のレイアウト変更工事費用及び同室の受給電

源の増設工事費用にかかる中国側事業負担分約 300 万円との合計 8.75 億円が見込まれる。また、

実施に要する期間は、実施設計及び入札手続に 4.5 ヵ月、機材調達に 6.5 ヵ月、合計 11.0 ヵ月が必

要である。 

－iii－



 
 

 本プロジェクト実施後、調達された医療機材の運用に必要となる保守部品、消耗品の調達費、メ

ンテナンスなどの維持管理費の合計は、年間約 1,000 万円と試算される。これらの経費は、2003 年

の山西省衛生庁予算約 165 億円 (約 12.7 億元)の約 0.06％に相当する。一方、省母子保健院･児

童病院の薬剤、消耗品費は 2003 年実績で約 3.15 億円（2400 万元）であり、純増加分は市レベル母

子保健院/所に要する運営維持管理費分約 7 万元を差し引くと、およそ 900 万円（7０万元）で全体

の 2.9％と微細である事から負担可能な範囲である。さらに機材が更新・補充される事により医療サ

ービス活動が向上し、有料診療による収入の伸びが期待できることから、財務的自立発展性は確保

されるものと判断する。 

市レベル母子保健院／母子保健所に要する運営維持管理費分は施設あたり 7.5～8.5 万円（約

5,700～6,400 元）であるが、2003 年支出実績は 200～1,508 万元であり、新規機材導入による負担

増は同支出実績の 0.05%～0.28% と微細な事から自助努力により吸収できる範囲であると判断す

る。 

 

 以上の事から、機材調達に伴う維持管理費の増加分は、中国が対応できる範囲内にあると判断

する。 

 

本件実施により期待される効果は次のとおりである。 

(1)直接効果 

１）計画対象施設において、老朽化等により使用不能・不調な状況にある母子保健関連の医療機

材の整備により、山西省における母子保健医療サービス体制が整備され、適切な母子保健医療

サービスが提供される。 

２）医療サービスの向上に伴い、各計画対象施設における外来患者数、臨床検査数、分娩件数、

病床占有率が増加する 

３）本機材整備を通じて山西省の母子保健医療サービスにおけるレファラル体制が強化される。 

４）母子保健医療サービス機能の向上により、山西省における妊産婦死亡率、乳児死亡率、5 歳未

満児死亡率の引き下げ及び施設分娩率の向上が期待される。 

（2）間接効果 

１）機材の更新・補充により医療サービス内容の充実・規模の拡充が進められ、受け入れ患者数が

増加、その結果診療収入の増加が見込まれ、計画対象施設の財務面の自立性が高まる。 

 

なお、本事業をより効果的なものとするため、以下の点につき改善・整備することが肝要である。 

本プロジェクトは、現在量的･質的に不足している医療機材の整備を通じ、母子保健サービスのト

ップ及びセカンドレファラル施設の医療活動の充実を図り、中国山西省の母子保健ネットワークシ

ステムの向上をハード面から支援するものである。ソフト面の整備、例えば医療従事者の定期的な

再教育制度の強化、医療現場における医療サービスの質的向上の推進、住民への保健医療に対

する認識の向上等については中国側により実施される事が望ましい。 
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第１章 プロジェクトの背景・経緯 



 

第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 
 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

中華人民共和国（以下「中国」と称す）政府は、保健政策において辺境地域における母子保健医療

サービスの向上を国家開発計画の中で重点課題としている。省毎に社会･経済の発展のレベルに違い

があるため、中央政府は各省政府に保健行政の地方分権化を図り、公衆衛生サービスの均等配分を

目指している。 

山西省は都市部と山間部、農村部との経済的な地域格差が大きく、周辺住民、婦女子の栄養摂取

状況、生活環境が厳しい状況にある。また、同省は鉱工業が盛んで大気汚染等の環境汚染が問題とな

っている。このため出生時障害発生率が中国全国でも最も高く、特に心臓奇形は全国平均が総出産数

の 0.8％であるのに対し、山西省は 1.2％と高い数値を示している。そのため山西省政府は母子保健事

業の重点課題として妊産婦死亡率、乳児死亡率の改善、出生時障害の発生率の減少を目標に母子保

健プログラムを策定、1997 年から予防・健康教育、婚前の指導と検査、妊娠中の超音波検査等の実施

率向上を目指した「削峰工程」（後述参照）を推進している。その結果、2003 年には妊産婦死亡率

41.72/10 万、5 歳未満児死亡率が 22.77/千と改善した（全国平均は妊産婦死亡率 51.30/10 万、5 歳

未満児死亡率 39.70/千）。しかしこれら数値は近年下げ止まりの傾向が見られる。 

 「削峰工程」は省母子保健院・児童病院を中心とした母子保健ネットワークシステムを基に実施されて

いるものの、省母子保健院・児童病院及び市母子保健院/市母子保健所は配備機材の老朽化に困り

提供できる医療サービスの量的・質的な不足が問題となっている。 

 

表 1-1 山西省周辺省の母子保健指標  2003 年 

 

出典：衛生庁からの聞取り調査による。 

 

  

 山西省 内蒙古

自治区
河北省 陝西省 河南省 全 国 

乳児死亡率 （1/千） 20.50 15.99 19.65 21.85 17.47 21.70 

５歳未満時死亡率（1/千） 22.70 35.05 23.16 36.41 18.80 28.22 

妊産婦死亡率（１/10 万） 41.72 49.35 50.69 65.27 53.52 51.30 

出生時障害発生率（1/万） 163.17 112.10 79.91 121.62 82.07 133.69
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1-1-2 開発計画 

 中国は、国家保健計画の中でも母子保健事業は重要な政策として位置付けている。中国政府は

1990 年代 『中国児童発展計画綱要』 と 『中国女性発展綱要 1995～2000』 を制定した。さらに 『中国

女性発展綱要 2001～2010』 と 『中国児童発展綱要 2001～2010』 を 2001 年に公布した。これを受けて

山西省は 2002 年 4 月 「山西省衛生事業第十次五ヵ年計画」 を策定、その基幹プログラムとして次表の

７項目が謳われている。 

 

１．出生児の素質を高める。 

・婚前医学検査率を都市部において 80％に上げ、農村部の検査率を 50％に上げる。 

・出生時障害児の出生を 160/万以下に引き下げる。 

 

２．安全な分娩を保障する。 

・妊産婦死亡率を 2000 年データから 12％下げる。 

・農村部における施設分娩を 50％以上に上げる。 

・ハイリスク妊婦の入院分娩率を 90％以上に上げる。 

・入院分娩が困難な地域では訓練を受けた助産師による分娩率を 95％に上げる。 

・妊産婦の保健指導率を都市部では 80％以上、農村部では 50％以上にする。 

・妊産婦の鉄欠乏性貧血の罹患率を 2000 年データより 20％引き下げる。 

 

３．乳児及び 5 歳未満児の死亡率を下げる。 

・乳児及び 5 歳未満児死亡率を 2000 年データから 10％下げる。 

・5 歳未満児の肺炎、下痢による死亡率を下げる。 

・新生児破傷風による罹患率を県単位で 1‰以下に下げる。 

・予防接種の接種率を郷・鎮において 85％以上に上げる。またＢ型肝炎の接種率を上げる。 

 

４．児童の栄養レベルを高めて体質を強化する。 

・5 歳未満児の重度栄養不良児を 2000 年のデータから 10％下げる。 

・低体重児の出生発生率を 5％以下に抑える。 

・児童にたいする保健指導の普及率を都市部では 85％、農村部で 50％以上に上げる。 

・乳幼児の親に対する科学的な哺育普及率を 70％に上げる。 

・乳児の母乳哺育を 80％に上げる。 

・合格したヨード化塩の使用率を 90％以上に上げる。 

・児童のビタミンＡ欠乏症を減少する 

 

５・児童の衛生保健教育を強化する。 

・エイズ、結核、麻薬の蔓延を予防、抑制する。 

・未成年（18 歳以下）のタバコ喫煙率を下げる。 

・児童心理及び心理的な病気についての医療サービスを充実させる。 

 

６．生活環境の改善 

・農村部における衛生トイレの普及率を 51％以上に上げる。 

・農村部の水質改善率を 77％以上にする。 

・農村部の上水道の普及率を 50％以上にする。 

 

７．女性が基本的な衛生サービスを受けることを保障して女性の健康レベルを高める。 

・すべての婦人への衛生保健サービスの提供を目指す。 

・妊娠可能な女性にリプロダクティブヘルス教育を提供し、安全な出産を通じ平均寿命を上げる。 

・女性のリプロダクティブヘルスへの知識普及率を 80％以上に上げる。 

・地方からの移入者も地域住民と同様の保健サービスを受けることができる体制を作る。 

・婦人のエイズ感染率を抑制し、エイズについての知識の普及を図る。  
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1-1-3 社会経済状況 

 1990 年代前半、景気が過熱し消費者小売物価が年間 24％以上の伸びを記録したが、政府の引き締

め政策により沈静化が計られ、その後経済は概ね良好に推移した。1997 年に発生したアジア通貨危機

は中国経済への直接的な影響は限られたものであったが、1998 年及び 99 年にはデフレ傾向が顕在化

した。2000 年には積極的な財政支出、投資･消費の回復、輸出の拡大等により 8％の成長率が達成さ

れ、2001 年には、世界経済の低迷により輸出にかげりが見えたものの、内需振興により、7.3%の成長が

達成された。しかし国民 1 人当たりの GDP は 850 ドル（2001 年国連統計）とまだ低いレベルにあり、農

村部を中心とした貧困層、貧困地域への対策も未解決の課題である。下表に近隣省との経済指標の比

較を示した。山西省は省内に 52 ヶ所の貧困地域を抱える貧困省の 1 つとして数えられ、農村部住民の

収入は５省の中で最下位となっている。但し市場経済で見ると、本計画の対象地域がある都市部は経

済の自由化政策の遂行により日本製品を含む海外製品の調達も容易になってきており、本事業実施後

の機材維持管理に関しては特段の問題は生じないと判断する。 

 

表 1-2 経済指標 2003 年 
 

指   標 山西省 
内蒙古 
自治区 

河北省 陝西省 河南省 

GDP 成長率％ 12.3 15.5 11.7 10.7 9.7 

工業成長率％ 21.8 35.1 22.2 12.2 20.4 

農村住民 

年間現金収入(元) 

         (日本円) 

 

1,634.47 

（約 20,770）

 

2,179.78 

（約 27,700）

 

2,595.64 

（約 32,990）

 

1,688.83 

（約 21,460） 

 

1,784.77 

（約 22,680）

出典：2004 年山西経済社会形勢分析予測            1 元(中国)=12.71 円 

 

1-2 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

1-2-1 要請の背景・経緯・目的 

中国政府は最近 20 年の改革開放政策推進により目覚ましい経済発展を遂げている。一方で世界銀

行が基準として定める 1 日 1 ドル以下の生活を強いられている貧困層は、78 年の 2 億 5 千万人から 1

億 6 百万人まで減少はしたものの、貧しい山間部・農村部と沿海都市部との格差は以前より拡大傾向に

拍車がかかっている。 

このような状況において中国政府・衛生部は予防を中心とする医療・衛生改善を国家政策の重点課

題と位置付け「母子保健法」に基づいた全国母子保健サービスネットワークの整備に力を入れている。

また「衛生事業第十次五ヵ年計画（2001 年-2005 年）」においては妊産婦死亡率・乳児死亡率の引下げ

を目指している。 

 計画の対象となる山西省は大気汚染が深刻な地域であり妊婦や子供をはじめとする住民の健康に与

える悪影響には児童鉛中毒・周産児の神経系統奇形等があり深刻である。 

 中国政府はかかる状況を改善する為には、山西省のトップレファラル・セカンドレファラルの施設機能
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強化、また階層の異なる母子保健サービス提供施設間のネットワークの強化が不可欠であるとして、我

が国政府に対し医療機材、患者搬送用機材及び研修機材等の整備を目的とした無償資金協力を要請

してきた。 

 

1-2-2 要請の概要 

 要請は、太原市内に位置する 1 ヶ所の省母子保健院・児童病院と 1１ヶ所の市母子保健院の①産婦

人科、小児科の医療サービス向上に資する、分析・診断・治療機材②人材の育成、医療従事者の技術

の向上に資する研修機材③患者搬送機材の整備である。各計画対象施設の主な要請概要は以下のと

おりである。 

 

1）山西省母子保健院・児童病院

高圧蒸気滅菌装置 

人工呼吸器(小児用) 

移動型Ｘ線撮影装置 

血液ガス分析装置 

生化学分析装置 

患者監視装置 

手術台(小児用) 

麻酔器 

大腸内視鏡(小児用) 

経皮腎臓鏡セット 

新生児処置台 

患者監視装置 

炎光光度計 

半自動分析装置 

脳外科手術用手術台 

気泡浴装置 

カラードップラー超音波診断装置 

乳房Ｘ線撮影装置 

手術用顕微鏡 

除細動装置 

無影灯 

外科用Ｘ線ＴＶ撮影装置 

救急車 

2）市母子保健院/所 11 ヶ所  

婦人科用検診台 

分娩台 

超音波診断装置 

腹腔鏡 

検診台 

胃内視鏡 

大腸内視鏡 

膀胱内視鏡 

麻酔器 

血液ガス分析装置 

Ｘ線撮影装置(ｲﾒｰｼﾞ･ｲﾝﾃﾝｼﾌｧｲｱｰ付) 

移動型Ｘ線撮影装置 

除細動装置(小児用) 

生化学分析装置 
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1-3 我が国の援助動向 

 当該セクターに関連して実施された技術協力、無償資金協力等は以下のとおりである。 

 

表 1-3 我が国の援助実績 

 

実施 

年度 
案件名 

E/N 供与 

限度額 
案件概要 

2000 

陜西省人民医院医療 

機材整備計画 

 

   13.86 億円 

手 術 用 機 材 、 歯 科 用 機 材 、

ICU、CCU、機能検査用機材、臨

床検査用機材、救急室用機材、

画像診断医療機材等の調達 

 

2000 

2002 

2003 

2004 

第 1 次～第４次 

貧困地域結核抑制計画 

 

1 次：3.21 億円 

 2 次：4.02 億円 

 3 次：4.49 億円 

 4 次：4.05 億円 

9 省 3 自治区（四川省、青梅

省、河南省、江西省、陜西省、安

徽省、貴州省、雲南省、山西省、

内蒙古自治区、広西自治区、西

蔵自治区（2 次から対象地域に追

加）に対する抗結核薬、双眼顕微

鏡等の調達 

 

2001 
重慶母子保健医療機材 

整備計画 
    11.48 億円 

重慶医科大学附属児童病院、

重慶市婦幼保健院、32 区・県婦

幼保健院に対する小児用電子内

視鏡、脳外科手術用顕微鏡,ICU

用血液とるガス分析装置,救急車,

新生児処置台等の調達 

 

2001 
西部七省・自治区感染症予

防推進計画 
     4.06 億円 

北京市、山西省、陜西省、青梅

省、甘粛省、貴州省、四川省、寧

夏回族自治区、新疆ｳｲｸﾞﾙ自治

区に対する保冷車、ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾄﾗｯ

ｸ、ﾏﾙﾁﾒﾃﾞィｱﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等の調

達 

 

2002 
内陸部救急医療センター機

材整備計画 
    9.95 億円 

長春市、合肥市、南昌市、長沙

市、西安市、貴陽市、蘭州市、敦

煌市、昆明市、西寧市の救急セン

ターに対する救急車及び搭載機

材（除細動器、ストレッチャー、人

工呼吸器等）の調達 

 

2004 

リプロダクティブヘルス・家庭

保健研修センター機材整備

計画 

    2.79 億円 

大倉市の保健研修センターに

対する研修機材（視聴覚システ

ム､コンピュータ－等）及び医療実

習用機材（Ｘ線撮影装置、生化学

分析装置等）の調達 

2004 

 

新疆ｳｲｸﾞﾙ自治区医療 

水準向上計画     11.58 億円 

新疆ｳｲｸﾞﾙ自治区人民病院及

び和田市人民病院に対する臨床

用医療機材（Ｘ線診断装置､麻酔

器、人工心肺器等）の調達 
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1-4 他ドナーの援助動向 

 山西省における類似分野での国際機関・他ドナーの協力内容は次のとおり。 

 

世界保健機構 (WHO)： 

中国への長期的な技術協力として、健康増進、マラリア、予防接種、フィラリア環境衛生、疾

病サーベイランス、リプロダクティブヘルス、結核対策への取り組み方法の指導等を中国衛生

部に提供している。山西省においては 1999 年～2002 年まで５県（清除、裏垣、臨猗、太谷、楡

次）30 村の農村部における子供の成長発達促進プログラムに総額 19 万ドルの協力が実施され

た。 

国連人口基金 (UNFPA)： 

1998 年から現在までリプロダクティブヘルスに関する協力が実施され、山西省においては陽泉

市に 10 万ドルが拠出された。 

国連児童基金 (UNICEF)： 

国連児童基金は全国的レベルで 2001 年－2005 年の保健・栄養プログラムを実施している。ま

た、性病・エイズ予防事業として母子間の感染ルートを遮断するプロジェクトを 2002 年から実施し

ている。2004 年は 15 省（自治区）135 地区のモデル地区でパイロットプロジェクトが展開されてい

る。 

家族計画国際協力財団 (JOICFP)： 

1983 年から国際家族連盟（IPPF）の資金協力を得て人口・家族計画・リプロダクティブヘルス

分野の協力を 31 省（自治区・直轄市）42 県（市・区）352 郷・鎮、6137 村の約 1 千万人を対象に

実施している。山西省においては晋中市、平遥県において健康教育・保健サービスによる家族

計画とリプロダクティブヘルスの統合計画が実施されている。 
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第２章 プロジェクトを取り巻く状況 



第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 
 
2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織、人員 

（１）山西省衛生庁の組織 

 本プロジェクトの責任機関は山西省衛生庁及び商務庁である。中国の保健行政は、中央政府と省政

府がそれぞれの役割を分担して活動している。衛生部はプライマリー･ヘルス、家族福祉、疾病の予防

対策等の重要な国家プログラムを管理するとともに、省衛生庁が実施するいくつかの保健プログラムに

対して資金援助を行っている。 

 省衛生庁は総務、人事、財政等を担当する部局と保健医療サービスを担当する基層衛生注１婦幼保

健局、医政局、地方病局、中医局、疫学コントロール部等から構成されている。本計画の実施機関は基

層衛生婦幼保健局の管轄下にある省母子保健院・児童病院及び 11 ヵ所の市母子保健院/所である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
は関係部局を示す。 

は計画対象施設を示す。 

 

 

図 2-1  山西省衛生庁組織図 

 

                             
注１ 保健医療サービス体制の末端レベルでの衛生 

基層衛生婦幼保健局 

感染症の予防防止

市母子保健病院/所

省母子保健病院･児童病院

地方特有の疾病を監視  

（亜鉛、砒素、フッ素中毒等）

医学研究、医学教育、医療関係者の現

場教育 

幹部の公費医療管理 

漢方医の管理と育成

科学教育局

臨床医療全般の管轄 

医療政策、基礎保健、

母子保健、地域の衛生

活動、都市・農村部の

衛生を担当する。 

医政局 

予 防 接 種
疫学病対策局 

伝染病部

副庁長

中医局 

地方病局 

幹部保健局 

愛国衛生運動委員会弁公局

共産党委員会 

衛 生 庁

監査局 

弁公室 総務、事務、秘書等の業務 

対外機関との交渉に関する業務

財政に関する業務

人事局 

計画財務局 

出典：衛生庁資料   
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（１）計画対象施設の組織図 

１） 省母子保健院・児童病院の組織図 

省母子保健院・児童病院の組織図は以下のとおりである。組織は院長の下に４人の副院長が

配置され、医療サービスの機能別に管理する体制となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：衛生庁資料          図 2-2 省母子保健院・児童病院組織図

副院長 

小児外科

急 診 科

小児内科

産婦人科

麻 酔 科

臨

床

病

棟

副院長 

保

健

系

列

問

診

系

列

急診室 

24 時間病室 

小児内科 

小児外科 

産婦人科 

漢方医 

皮膚科 

眼 科 

口腔科 

耳鼻咽喉科 

外来手術室 

・児童保健科 ・生殖感染科 

・地域保健科 ・予防保健科 

・母子保健科 ・職工保健科 

・健康教育科 ・新生児疾病検査

・発育小児科 ・思春期保健科 

管理担当 

医

技

系

列

副院長 
総合検査科

放射線科 

CT 室 

検査科 

病 理 

分子微生物

生殖内分泌

薬 局 

高圧酸素 

リハビリ 

栄養科 

中央材料室

副院長 

病

院

設

備

院 長 

一般機材修理班

電気製品修理班

神経内科 

泌尿内科 

血液科 

新生児内科 

救急センター 

心臓内科 

消化器内科 

呼吸内科 

特別室 

第一外科 

第二外科 

第三外科 

産 科 

婦人科 

家族計画 

手術室 

超音波 

心電図 

脳 波 

筋電図 

内視鏡 

 

臨床検査 

血 液 

生化学 

免 疫 

細 菌 

輸血科 
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２）市母子保健院/母子保健所の組織図 

図2-3に市母子保健院/母子保健所の基本的な組織図を示した。市母子保健所の組織、活動

形態は市母子保健院と同じであるが、市母子保健所は入院、分娩施設を有せず外来診療と保

健教育を主に活動している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 市母子保健院/母子保健所の組織図 

出典：衛生庁資料 

 

 

(３) 母子保健サービスネットワークシステム 

 中国では母子保健法の発令を受けて全国的に母子保健サービスネットワークが編成されている。

山西省母子保健サービスは省衛生庁の行政指導のもとに、省レベル（３次）、市レベル（２次）、県レベ

ル（１次）の３段階母子保健サービスネットワークが形成されている。省全体には 135 ヵ所の母子保健施

設がある。その内訳は、省(1)、市（11）、県(119)、鉱山・鉄道の母子保健所(4)となっている。母子保健に

従事する県レベル以上の母子保健専門員は 5,646 人にのぼり、郷・鎮レベルは 6,641 人、村の母子保

健専門員は 55,406 人である。この母子保健サービスネットワークでは人材研修システムと重症・緊急を

要する母子の搬送システムが機能することに力を入れている。市母子保健院/母子保健所は地域の中

核医療施設と位置付けられ、下位医療施設の医療従事者の研修、重症患者の受け入れ、及び同患者

の上位医療施設への搬送を行っている。下位医療施設向の研修は年 5 回の割合で実施されている。  

院 長 副院長 

婦人科外来

小児科外来

産科外来 

産 科 

婦人科 

小児科 

薬剤科 

血液検査科 

放射線科 

経 理 

健康教育科

超音波診断室 

統計資料科
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下位施設からトップレファラル病院の省母子保健院・児童病院へは 2001 年から 2004 年 7 月の間に年

間平均でおよそ 820 人が送られた。市母子保健院は病院（臨床）と母子保健所（保健）の機能を担

っている。 

市母子保健院は小児科、婦人科、耳鼻咽喉科、眼科の外来診療、入院治療と産科分娩サービス

に加え保健衛生の健診活動、巡回医療チームによる診療、健診事業等を行っている。市母子保健

所は入院施設が無いので、主に外来診療と健診活動を行っている。 

下図に母子保健サービスネットワークの概念図を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2-4 山西省衛生庁保健行政・母子保健サービスシステム 

 出典：衛生庁資料 

 

2-1-2 財政・予算 

（１）山西省衛生庁予算 

衛生庁の財政は省、市、県、郷、鎮のそれぞれの段階に分けて歳出されている。市、県、郷、鎮に対

し施設の規模、裨益人口、保健プログラムの実施状況に応じて補助金が設定されている。各医療施設

は診療収入で施設運営費を賄い、人件費等の不足分を省衛生庁からの補助金で充当している。 

衛生庁の母子保健財政支出を 1999 年から 2003 年で見ると衛生事業支出の伸び率は 2001 年が

38％となっている。これは省母子保健院・児童病院等で実施済みの増床工事も関連している。母子保

健支出は 2001 年を除いて増加率は 12～21%の範囲で上下していたが、近年の財政逼迫の影響を受け

て 2003 年の増加率は 11％に下降している。 

衛生院産婦人科 

母子保健ステーション 

 
衛生庁 基層衛生婦幼保健局 

母子保健院・児童病院

市母子保健院  

市母子保健所   

（朔州市・大同市） 
衛生局 

衛生局 
県母子保健所   

区母子保健院 

技

術

指

導

省レベル 

(3 次) 

市レベル 

(2 次) 

県レベル 

(1 次) 

行政指導

行政指導

行政指導

郷、鎮レベル

(1 次) 

村レベル 

(1 次) 行政指導

行政指導
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表 2-1 山西省衛生庁の母子保健財政支出              

                                （単位/万元） 

項  目 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 

衛生事業支出総額 54,923 61,783 86,125 97,032 126,969 

母子保健支出 3,946 4,438 6,099 7,012 7,828 

衛生事業費に対する 

母子保健支出割合 
7.2% 7.2% 7.1% 7.2% 6.2% 

 出典：衛生庁計画財務局資料    １元（中国）=12.71 円 

 

 (2)計画対象施設の予算 

 <省母子保健院・児童病院> 

施設の運営予算は衛生庁からの歳出、その他（薬販売収入等）並びに寄付金等で構成されている。省

母子保健院・児童病院は人件費の一部と小規模な施設の改築・増築費等が衛生庁予算から歳出され

ることになっている。 施設運営費、機材購入費等の費用は病院の診療収入で賄われる。表 2-2 に

2000 年から 2003 年までの 4 年間の収支の内訳と推移を示した。衛生庁補助金はほぼ横ばいの状態に

あり、近年では人件費の支出を大きく下回っている。 

 

              表 2-2 省母子保健院・児童病院の収支    （万元） 
 

収入の部 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 

衛生庁補助金 973.80 972.81 1,046.52 1,018.07 

診療収入 2,225.00 3,092.00 3,973.00 3,970.00 

その他 

（補正予算、薬販売収入） 
1,697.00 2,196.00 2,930.00 3,080.00 

収入の合計 4,895.80 6,260.80 7,949.52 8,068.67 

支出の部 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 

人件費 1,089.30 1,720.00 2,169.00 2,184.00 

薬剤費、 1,394.70 1,681.40 2,200.00 2,369.70 

消耗品費 43.30 27.58 52.80 30.68 

医療機器購入費 347.40 545.70 559.10 592.80 

建築設備維持費 187.80 349.10 937.30 756.70 

医療機材維持費 13.30 26.20 11.40 19.80 

水道・電力費 74.30 88.70 107.00 126.50 

一般管理費 820.00 1,076.00 983.00 1,093.00 

支出の合計 3,970.10 5,514.68 7,46.60 7,173.18 

 出典：省母子保健院・児童病院の提出資料         １元（中国）=12.71 円 
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＜市レベル母子保健院/所＞ 

施設運営費は行政区単位で衛生庁より拠出される。予算は病床数、患者数、活動内容によって

割り当てられる。次表に 11 ヵ所の市母子保健院/所の 2003 年の収支を示した。有料診療による

収入は各施設とも全体の 4～8％程度に留まっている。施設によってバラツキはあるが収支のバ

ランスは概ね保たれている。 

 

表 2-3 市母子保健院/所の収支 

                                   （単位/万元）  

市母子保健院/所 総収入 （2003 年） 総支出 （2003 年） 

大同市母子保健所 239 240  

朔州市母子保健所 201 203  

忻州市母子保健院 280 275  

太原市母子保健院 1,508 1,507  

晋中市母子保健院 507 507  

陽泉市母子保健院 389 380  

呂梁市母子保健院 289 270  

長治市母子保健院 438 543  

晋城市母子保健院 299 303  

臨汾市母子保健院 198 192  

運城市母子保健院 195 192  

出典：質問状回答資料          １元（中国）=12.71 円 

 

2-1-3 技術水準 

(1)要員 

 表 2-4 に計画対象施設の要員配備状況を示した。施設によって医師、看護婦の配備数にバラツキは

見られるが、各医療施設の活動に応じた要員は確保されている。 

 

表 2-4 計画対象施設の医療従事者数 

                                                      (単位/人) 

  

大
同

朔
州

忻
州

太
原

晋
中

陽
泉

呂
潔

長
治

晋
城

臨
汾

運
城

医 　 師 186 66 18 43 102 38 20 35 58 29 40 74

看 護 師 216 10 6 16 95 3 24 4 52 18 24 56

パ ラ メ デ ィカ ル 25 6 1 3 12 11 6 2 10 2 7 10

放 射 線 技 師 1 1 - 1 2 1 3 1 2 1 2 2

臨 床 検 査 技 師 29 1 6 3 16 1 6 3 11 3 6 9

薬 剤 師 46 3 4 3 12 3 6 0 8 3 8 6

省 母 子 保 健 院
・児 童 病 院

市 母 子 保 健 院 /所

要 　 　 員
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 (2)要員の技術レベル 

 表 2-5 は市母子保健院/所の研修実績である。各計画対象施設の医療従事者は、母子保健ネットワ

ークの中で、人事交流や経験豊富な指導者のもと母子健康指導研修、妊産婦教育、分娩介護実習の

訓練が実施されている。さらに省母子保健院・児童病院にはカナダ、日本等海外で研修を受けた心臓

外科医、小児科医、産婦人科医、皮膚科医も十数名配備されており高い技術レベルが維持されてい

る。 

表 2-5 市母子保健院/所の研修実績 

 

上位機関での研修実績 下部機関への研修実績 

2003 年 2004 年 2003 年 2004 年 施 設 名 

回 数 人 数 回 数 人 数 回 数 人 数 回 数 人 数

大同市婦幼保健所 4 4 2 3 3 119 1 84 

朔州市婦幼保健所 3 4 1 3 1 39 1 44 

忻州市婦幼保健院 4 6 2 2 3 298 4 486 

太原市婦幼保健院 7 14 3 18 4 416 3 190 

晋中市婦幼保健院 5 10 4 9 1 32 2 72 

陽泉市婦幼保健院 5 8 2 4 6 224 2 85 

呂梁市婦幼保健院 2 6 2 10 2 300 1 50 

長治市婦幼保健院 4 4 4 7 6 165 2 78 

晋城市婦幼保健院 7 7 9 15 2 51 3 40 

臨汾市婦幼保健院 6 10 5 12 2 43 4 50 

運城市婦幼保健院 6 11 6 10 2 32 3 33 

出典：衛生庁資料 

 

また看護師は、免許取得後、2 年毎の登録更新の際に補正教育を受けることが義務付けられており、

知識や能力の面で一定の水準が保たれている。 
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2-1-4 既存の施設・機材 

(1) 計画対象施設の概況 

①省母子保健院・児童病院 

省母子保健院・児童病院は外来検査棟、入院病棟、検査棟と総合管理棟から構成されている。 

2001 年患者増加に伴ない入院病棟が新設され、全体で保有病床数が 600 床となった。施設の概況、

各科の病床数・人的資源を以下に示した。 

 

設 立  ：1984 年 7 月 

敷地面積  ：17,900 平方メートル 

建築面積  ：12,000 平方メートル 

   １．外来検査病棟  5 階建て 

   ２．検査等  7 階建て 

   ３．入院病棟  17 階建て 

   ４．総合管理棟  地下１階、6 階建て 

 

配電設備  ：1,000 キロボルト・アンペア    発動発電機：配備なし 

給水量  ：500 立方メートル/日  給水圧：8Mpa 

医療ガス  ：ボンベによる集中供給システム 

基準病床数 ：600 床 （実質病床数：516 床） 

 

職員数  ：838 名  

(医師 186 名 看護師 216 名 技師他 55 名 薬剤師 46 名 その他 335 名) 

 

外来患者数 ：387,533 名 (2003 年実績) 

入院患者数 ： 22,700 名 (2003 年実績) 

救急患者数 ： 49,800 名 (2003 年実績) 

手術件数  ：  3,880 件 (2003 年実績)
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表 2-6 山西省母子保健院・児童病院の活動概況（診療科目、医療従事者数） 

 

医療従事者 
  診 療 科 病床数 

ベット使用率  

（2004 年） 

外来患者数  

（2004 年） 医師 看護師 技師 助手 薬剤師

神経内科 36 91.14% 2,245 7 12 2    

泌尿内科 34 82.22% 2,024 8 12      

血液科 34 80.10% 1,320 6 13      

新生児内科 35 85.62% 1,667 9 14      

救急センター 36 79.56% 1,067 10 19 1    

48 80.22% 2,675 8 14      
心臓内科 

12 - -         

34 88.67% 2,940 7 14      
消化器内科 

10 - -         

呼吸内科 36 83.60% 1,774 7 11      

一般外科 27      

整形外科 9 
80.11% 1,880 11 13 

     

神経外科 9 70.58% 245 2 0      

泌尿内科 11 88.81% 431 4 0      

胸部外科 6 266      

心臓外科 14 167 
10 14 

     

骨外科 8 177 0 0      

特別室 13 

79.82% 

0 0 0      

リハビリ 22 58.76% 889 5 9      

病棟 

麻酔手術室 - 0 7,680 10 20      

皮膚科 - 0 4,870 5 2      

眼科 - 0 9,945 4 1      

口腔科 - 0 18,380 5 2      

漢方医科 - 0 15,675 7 1      

耳鼻咽喉科 8 74.67% 451     

耳鼻咽喉科 - 0 15,400 
8 2 

    

- 33,430 11 20      急患室（24 時間）

救急外来 
32 

- 66,560         

小児外科手術室 - - 1,450 18 1      

院外外来 14 - 15,400 3 6      

総 合 検 査 科

（ECG、超音波） 
- - 69,700 11        

放射線科 - - 77,470 13 2 6 1  

病理 - - 1,2987 3 2 2 2  

臨床検査 - - 3,453,450    27    

分子微生物 - - 298,420 1   9    

薬局 - -          46 

婦人科（病棟） 36 66.34% 2,255      

婦人科（外来） - - 3,4435 
12 12 

     

婦人保健科 - - 16,567 9 2      

生殖内分泌 - - - 5 1 3    

生殖衛生科 - - 995 4 1      

児童保健科 - - 16,651 8        

発育児科 - - 7,659 3 3      

地域保健（治療） - 1,436    

外来 

地域保健（相談）
4 

- 1,667 
2 2 2 

   

 合  計 516 床 平均：79.22 合  計 186 216 52 3 46 

出典：省母子保健院・児童病院資料 
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②省婦幼保健院・児童病院の分院 

 山西省母子保健院は院外診療として 15Km 離れた地域の下元地区(院外)外来と徒歩 8 分程

度の場所に社区衛生サービスの施設を持っている。 

(下元地区(院外)外来) 

山西省衛生庁は「削峰工程」の推進の一環として 2002 年、下元地区(院外)外来が分院とし

て開設し健康教育と訪問事業を活発に行なっている。街の中心を南北に流れる汾河を隔てた西

側の旧市街地に位置する。活動内容は主に周産期母子の健康管理の為の検査と簡単な治療、家

族計画等である。施設は 5階建、建坪 1,500 坪の 2階部分（１階部分商店）を使用、婦人科外

来、小児科外来、検査室、処置室、薬局､病床(16 床)等を配備している。病床は入院の為では

なく点滴や産科処置の患者の回復室として使用している。超音波診断装置、輸液ポンプ、ネブ

ライザー、婦人科手術台、検診台、顕微鏡等を備え、産前検診、小児健康相談、尿・血液検査

等を行っている。検査で異常が見つかった患者、重症患者は救急車で本院に搬送し治療にあた

っている。 

(社区衛生サービス施設) 

地域での総合的な母子保健相談、予防接種を提供している。本院から 0.4 ㌔に位置する。本

院は外来年間約 39 万人とパンク状態にあるため、比較的リスクの低い周産期患者の医療サー

ビスの提供、母子健康相談、指導、予防接種、更年期障害診療を目的に開設された。外来診察

室、健康相談室、検査室、処置室に輸液ポンプ、顕微鏡、胎児聴診器等が配備されている。超

音波診断装置は配備されていない為、検査の必要な患者はその都度、本院へ紹介している。 

 

表 2-7 省母子保健院・児童病院の分院の活動概況 

 下元地区(院外)外来 社区衛生サービス 

開設時期 2003 年 4 月 2001 年 8 月 

区域内人口 10 万人 5,200 人 

対象地域 万柏林区 杏花令区 

医療従事者 医師 3、 看護師 3、検査技師 2

薬剤 4、  医学生 2 

医師 3、看護師 1、検査技師 2 

外来受診数 16,500 人/年 6,988 人/年 

救急医療 50 人/年 なし 

診療科 小児科外来  婦人科外来 婦人科外来 更年期 高血圧 

主要な疾患 上気道感染  気管支炎  肺炎  

下痢症  腸疾患 

感染症  高血圧  糖尿病  

心血管疾患 

 

③市母子保健院／母子保健所 

市母子保健院/母子保健所は各市の市街地に配備されている。建物は 1950 年に建設されたもの

もあり、朔州市、陽泉市の母子保健院/所を除いて建築後 20 年以上経過、老朽化が目立っている。

晋中市の母子保健院は施設の老朽化に加え地盤沈下等が重なった為、隣地に新施設を建築,2005

年 5 月に移転した。その他の施設についても新築・改築の計画はあるが、財政的な問題から実施

の目処は建てられていない。 
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          表 2-8 市母子保健院/所の施設及び活動概況       1/3 

 

項   目 大同市婦幼保健所 朔州市婦幼保健所 忻州市婦幼保健院 太原市婦幼保健院 

開 院 1954 年 1989 年 1976 年 1984 年 

建 物 鉄筋コンクリート 

4 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

6 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

3 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

７階建て 

裨益人口 

母子人口 

307 万人 

204 万人 

145 万人 

97 万人 

299 万人 

232 万人 

330 万人 

      220 万人

管轄下位病院数 18 カ所 13 カ所 16 カ所 19 カ所 

医療従事者数 医師 66 

薬剤師 3 

検査技師 2 

看護師 10 

助産師 6 

医師 18 

薬剤師 4 

検査技師 6 

看護師 6 

助産師 1 

医師 43 

薬剤師 3  

検査技師 4 

看護師 16  

助産師 3 

医師 102 

薬剤師 12 

検査技師 18 

看護師 95 

助産師 12 

総収入 （2003 年） 

総支出  （2003 年） 

239 万元 

240 万元 

201 万元 

203 万元 

280 万元 

275 万元 

1508 万元 

1507 万元 

施設ベッド数 0  0 50 床 130 床 

診療科目/ 

保健サービス内容 

小児外来 

妊産婦外来 

児童保健  

婦女保健 

生殖健康  

健康教育 

婚前検査  

小児外来 

妊産婦外来 

児童保健  

婦女保健 

健康教育 

小児外来 

妊産婦外来  

小児外来 

妊産婦外来  

児童保健、婦女保健 

生殖健康、健康教育 

研修指導、妊婦学校 

地域保健サービス 

児童保健 

婦女保健 

生殖健康  

健康教育 

予防保健  

保健指導 

小児・産婦人科外来

主な検査科 

 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

臨床検査科  

放射線科 

内視鏡科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

受診者数（2003 年） 

 

産婦人科 2,342 人

小児科  6,896 人

産婦人科 1,244 人

小児科  2,326 人

産婦人科 2,544 人 

小児科  2,665 人 

産婦人科 37,355人

小 児 科 54,547人

手術件数（2003 年） - - 136 559 

分娩件数（2003 年） - - 466 767 

主要疾患 （2003年） 子宮腫瘤  

消化不良 

膣炎 肺炎  

くる病 

妊娠合併症、 

羊水塞栓 

出生時窒息 
先天異常 神経管奇形

上気道感染  

下痢症 

気管支炎  

膣炎、流産 

上気道感染 

咽頭炎 扁桃炎 

早産、人工流産 

膣炎  

紹介患者数 

（県からの） 

2003 年 22 人 

2004 年 30 人 

 

2003 年 23 人 

2004 年 48 人 

2003 年 42 人 

2004 年 54 人 

2003 年 23 人 

2004 年 28 人 

紹介患者数 

（省レベルへの） 

2003 年 6 人 

2004 年 9 人 

 

2003 年 25 人 

2004 年 38 人 

2003 年 22 人 

2004 年 38 人 

2003 年 51 人 

2004 年 38 人 
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          表 2-8 市母子保健院/所の活動概況         2/3 

 

項   目 晋中市婦幼保健院 陽泉市婦幼保健院 呂梁市婦幼保健院 長治市婦幼保健院 

開  院 1976 年 1989 年 1976 年 1079 年 

建  物 
 

鉄筋コンクリート 

3 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

6 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

3 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

3 階建て 

裨益人口 

母子人口 

305 万人 

201 万人 

128 万人 

77.05 万人 

348 万人 

233 万人 

61 万人 

35 万人 

管轄下位病院数 25 カ所 12 カ所 25 カ所 29 カ所 

医療従事者数 医師 38   

薬剤師 3 

検査技師 2 

看護師 29 

助産師 11 

医師 20 

放射線技師 3 

薬剤師 6  

検査技師 6 

看護師 24  

助産師 6 

医師 35 

検査技師 4 

薬剤師 4 

看護師 4 

助産師 2 

医師 58 

検査技師 13 

薬剤師 8 

看護師 52 

助産師 10 

総収入 （2003 年）

総支出 （2003 年）

507 万元 

507 万元 

389 万元 

380 万元 

２89 万元 

２７0 万元 

438 万元 

543 万元 

施設ベッド数 64 床 50 床 30 床 100 床 

診療科目/ 

保健サービス内容 

小児外来 

妊産婦外来 

産婦人科 

児童保健、婦女保健 

生殖健康、健康教育 

研修指導、妊婦学校 

地域保健サービス 

小児外来 

妊産婦外来 

産婦人科 

児童保健、婦女保健

生殖健康、健康教育

研修指導、妊婦学校

地域保健サービス知

的障害リハビリ科 

小児外来 

妊産婦外来  

産婦人科 

児童保健、婦女保健 

生殖健康、健康教育 

研修指導、妊婦学校 

地域保健サービス 

口腔保健 

小児保健 

小児外来 

妊産婦外来  

児童保健、婦女保健 

生殖健康、健康教育 

研修指導、妊婦学校 

地域保健サービス 

主な検査科 

 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科  

 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

受診者数（2003 年） 産婦人科 28,762 人 

小 児 科 19,867 人 

 

産婦人科 4,557 人

小 児 科 5,540 人

産婦人科 3,545 人 

小 児 科 3,445 人 

産婦人科  46,454 人 

小 児 科 51,755 人 

手術件数 (2003 年) 537 件 174 件 57 件 434 件 

分娩件数 (2003 年) 968 件 287 件 183 件 713 件 

主要疾患 (2003 年） 上気道感染  

小児下痢症 

気管支炎 

小児肺炎 

くる病 

消化不良 

 

小児腸炎、 

気管支炎, 

小児下痢, 

上気道感染症、 

妊娠合併症 

くる病, 膣炎 

上気道感染 

宮頸疾病 

乳腺疾病 

膣  炎 

気管支肺炎 

腸道感染 

呼吸器感染症 

膣  炎 

盆腔炎 

小児下痢症 

子宮腫瘤 

子宮出血 

紹介患者数 

（県からの） 

2003 年 42 人  

2004 年 25 人 

 

2003 年 42 人 

2004 年 37 人 

2003 年 202 人  

2004 年 52 人 

2003 年 21 人 

紹介患者数 

（省レベルへの） 

2003 年 25 人 

2004 年 35 人 

 

2003 年 35 人 

2004 年 28 人 

2003 年 45 人 

2004 年 55 人 

2003 年 39 人 

2004 年 45 人 
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             表 2-8 市母子保健院/所の活動概況       3/3  

 

項   目 晋城市婦幼保健院 臨汾市婦幼保健院 運城市婦幼保健院 

開  院 1985 年 1976 年 1985 年 

建  物 
 

鉄筋コンクリート 

5 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

5 階建て 

 
鉄筋コンクリート 

3 階建て 

裨益人口 

母子人口 

218.96 万人 

        146 万

人 

406.17 万人 

      270 万人 

320 万人 

      190 万人 

管轄下位病院数 19 カ所 33 カ所 45 カ所 

医療従事者数 医師 29  

薬剤師 3 検査技師 4

看護師 18 助産師 2

医師 40  

薬剤師 8 検査技師 8 

看護師 24 助産師 7 

医師 74 

薬剤師 6 助産師 10 

検査技師 11 

看護師 56  

総収入 （2003 年） 

総支出 （2003 年） 

299 万元 

403 万元 

198 万元 

192 万元 

198 万元 

192 万元 

施設ベッド数 60 床 30 床 45 床 

診療科目/ 

保健サービス内容 

小児外来 

妊産婦外来  

児童保健、婦女保健

生殖健康、健康教育

研修指導、妊婦学校

地域保健サービス 

 

小児外来 

妊産婦外来  

児童保健、婦女保健 

生殖健康、健康教育 

研修指導、妊婦学校 

地域保健サービス 

小児外来、産婦人科 

妊産婦外来、新生児科 

児童保健、婦女保健 

生殖健康、健康教育 

研修指導、妊婦学校 

地域保健サービス 

主な検査科 

 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

臨床検査科  

放射線科 

心電図、超音波科 

病理検査科 

受診者数 （2003 年） 産婦人科 5,451 人 

小児科 5,761 人 

 

産婦人科 5,765 人 

小児科 6,4547 人 

産婦人科 12,521 人 

小児科 19,178 人 

手術件数 （2003 年） 180 件 225 件 283 件 

分娩件数   (2003 年) 277 件 178 件 333 件 

主要疾患 （2003 年） 

 

膣 炎 

子宮頸炎 

小児呼吸器疾患 

小児消化器疾患 

腔 炎 

妊娠合併症 

上気道感染 

消化器系感染症 

子宮腫瘤 

膣  炎 

子宮頸炎 

小児呼吸器疾患 

膣 炎 

子宮頸炎 

上気道感染 

気管支炎 

下痢症 

月経不調 

紹介患者数 

（県からの） 

2003 年 28 人 

2004 年 40 人 

 

2003 年 32 人 

2004 年 33 人 

2003 年 22 人  

 

紹介患者数 

（省レベルへの） 

2003 年 21 人 

2004 年 38 人 

 

2003 年 33 人 

2004 年 35 人 

2003 年 43 人 
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 (2)既存機材の現状 

① 省母子保健院・児童病院 

配備機材は、機齢10～15年で古いものと、2～3年で比較的新しいものの両極端に分かれている。

機齢の高い機材(オートクレーブ、患者ベッド、分娩台、麻酔器)は、老朽化が著しく機能が低下し使

用の限界に達している。一方、新しく調達された機材(保育器、生化学自動分析器、脳波計等)は最

近のテクノロジーを屈指した機材が配備されており、新旧が混在したアンバランスな機材配備となって

いる。 

② 山西省婦幼保健院・児童病院の分院 

下元地区（院外）外来、社区衛生サービスの現有機材は省母子保健院・児童病院で使用して

いた古い機材を移設して使用している。超音波診断装置、顕微鏡、心電計、婦人科検診台等は

機齢が 10～15 年と、老朽化による機能低下が著しい。 

③ 市母子保健院/母子保健所 

各施設には、Ｘ線装置、超音波診断装置、患者搬送用救急車等が配備されているが製造後 15 年

から 20 年経過しており、老朽化による機能低下が著しい。母子保健医療サービスの基本的な機材

である分娩台、新生児処置台、産婦人科手術器具等も老朽化が著しい上、量的不足が問題となっ

ている。 

 

2-1-5 医療機材の運営・維持管理体制 

(1)省母子保健院・児童病院 

施設所有の機材は機材名、数量、型式、調達先、調達年、配備部門等の配備情報が管理部（院

長室）で集中管理されている。個々の機材は取扱責任者、故障歴、対応等各科ごとに台帳（インベン

トリーノート）で管理されている。機材に不具合が発生した場合、機材の保守・維持管理を担当する病

院設備科に対応を依頼する。パソコンデータ、台帳（インベントリーノート）を通じて病院設備科は常

に施設全体の機材の稼動状況を把握できる体制になっている。 

病院設備科は病院全体の保守・維持管理を担当する他、市母子保健院/所等から依頼された機材

の保守にも対応している。要員は総員 7 名、内４名は医療工学（ME: Medical Engineering）技術者、３

名は助手である。業務担当内容の詳細は下記のとおり。 

  

1. 電気製品修理班 配備人員４名   （中級電気技術者２、電気技術者助手２） 

配備機材    ： オシロスコープ、シグナルゼネレータ、グラインダー、 

マルチテスター、クランプテスター、半田鏝、工具類 

修理対象機材 ：心電計、吸引機、手術灯、煮沸消毒器、血圧計、X 線装置他 

 

2. 一般機材修理班 配備人員 3 名   （金属加工技術者２、助手１） 

配備機材    ： 電気溶接器、カッター、グラインダー 

修理対象機材 ： 患者用ベット、器械台、冷蔵庫、点滴台他 
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技術者は各部門からの修理依頼書を受領後、修理サービスを行う。自力で修理不可能な不具合機

材はメーカー代理店に修理を依頼している。また緊急の場合は担当の臨床科から直接メーカー代理店

に修理を依頼する場合もある。 

(2)市母子保健院/母子保健所 

各施設とも施設・機材の営繕の担当者が１～２名配備されている。しかしながら修理技術を有しない

為、故障時には省母子保健院・児童病院の病院設備科に修理を依頼するか、直接メーカー代理店に

修理を依頼している。 

 

2-1-6 周期交換部品・消耗品等の調達体制 

 中国では多くの会社が医療機材を製造、販売している。医療機材を取扱う代理店は山西省太原市に

は2～3社、北京、上海等の大都市では日本の医療機材を取扱う代理店や外国企業と合弁の医療機材

メーカーが複数存在している。このことから市場には中国製、海外製の周期交換部品・消耗品が常に流

通している。 計画対象機材で定期的な周期交換部品・消耗品の調達が必要なものについては中国国

内に代理店があることを条件としていることから、周期交換部品、消耗品の調達に問題は生じない。 

 

2-1-7 環境への影響 

 (1)医療廃棄物 

施設内には焼却炉がない為、医療廃棄物は太原市の特殊ゴミ管理局に処理を依頼している。また、

収集した廃棄物は専用車両で指定地域に配送され焼却処分される。医療廃棄物は分類方法、梱包方

法を基準化し、受け渡し記録を取って管理している。 

 

 (2)医療汚水 

病院敷地内に 5 層の汚水処理装置が配備されている。生活廃水を含むすべての汚水をバクテリア処

理した後、塩素処理をして市の下水道に放出している。シアン等の劇物は薬品で中和し浄化の後放流

している。 
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2-2 プロジェクト・サイト及びその周辺状況 

 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

(1)道路 

 太原市道路は、市中心部を東西に流れる汾河をはさんで東西南北にほぼ碁盤の目に整備され

ている。市中心部への道路は舗装され、片側 2～3 車線以上あり、大型のコンテナートレーラーでも

充分に搬送が可能である。省母子保健院･児童病院は、市中心部に位置しており、それぞれ幅 7ｍ

の市道に接している。11 ヶ所の市母子保健院/所は山西省を南北に走る高速道路から 30～50 キロ

メートルの所に位置し、一部未舗装の道路もあるが、殆どは舗装されており大型トラックで計画対象

施設に機材を搬入する事は可能である。さらに上海、天津新港から山西省までの道路も完全舗装さ

れており、計画実施に伴う輸送、搬入には何ら問題は生じないと判断する。 

 

(2)電気 

 本計画対象施設が配備されている都市部の電力供給状況は安定している。医療施設は落雷、大

雨、事故等突然の停電に備えて 2 系統配備されている事から発動発電機(自家発電装置)等は配備

されていない。次表に今回踏査した施設の検電結果を示した。検電時が電力消費の比較的多い昼

前後の時間帯であったため若干低い値を示しているが、電圧変動率は 7％以内となっている。 

本計画で調達が予定されている機材はこの程度の電圧低下にはほとんど影響を受けない機器が

多数を占めている。 しかしながら、超音波診断装置、顕微鏡、内視鏡、患者監視装置、人工呼吸器

等の精密電子機器については突発的な電気変動に対応するため、上下 15％の電圧変動に対応し

得る自動電圧安定装置（ＡＶＲ）の調達を計画する。また停電等で患者の生命に直接影響を与える

人工心肺装置や患者データーの管理が必要な血液凝固計、血液ガス分析器等の電子機器につい

ては無停電装置 (UPS)の配備を計画する。 

なお、今回整備が計画されている機材の殆どは更新である。また新規に補充する機材に関しても

電気消費量が少なく、施設全体の容量を考えれば支障はないと判断する。但し、心血管造影撮影

装置室の電源容量が調達予定機材の消費電力に対して不十分な事から、中国側による電源増設

工事が必要となる。 
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表 2-9 電力変動状況 

施 設 名 測定月日 平均値 最大値 最小値 

山西省母子保健院 

・児童病院 

大同市母子保健所 

朔州市母子保健所 

忻州市母子保健院 

太原市母子保健院 

晋中市母子保健院 

呂潔市母子保健院 

陽泉市母子保健院 

長治市母子保健院 

晋城市母子保健院 

臨汾市母子保健院 

運城市母子保健院 

2005 年 12 月 24 日  

 

2005 年 12 年 11 日  

2005 年 12 年 10 日  

2005 年 12 年 9 日  

2005 年 12 年 9 日  

2005 年 12 年 6 日  

2005 年 12 年 9 日  

2005 年 12 年 6 日  

2005 年 12 年 7 日  

2005 年 12 年 7 日  

2005 年 12 年 13 日  

2005 年 12 年 14 日  

219.0V 

 

220.6V 

223.5V 

224.5V 

218.1V 

220.5V 

225.0V 

219.6V 

220.5V 

221.4V 

223.6V 

222.2V 

225.5V 

 

232.1V 

235.6V 

230.1V 

223.2V 

227.6V 

234.0V 

226.9V 

227.1V 

227.6V 

231.1V 

234.2V 

212.5V 

 

209.1V 

211.5V 

211.0V  

213.0V  

213.4V  

216.2V  

212.3V 

214.0V 

215.2V 

216.2V 

210.3V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：現地調査資料      基準電圧：220V 

  

(3)水道 

 省母子保健院・児童病院への給水は汾河を源とする近郊の貯水池から供給されており、その供給

量は安定している。さらに、病院は貯水タンクを配備し安定供給を確保している。 

市母子保健院/母子保健所は公共の上水により供給を受けている。水源は近隣の川を源とする貯

水池である。水質は全体的に硬度が高い為、大量の水を必要とする機材にはシリカ分を除去するた

めの軟水製造装置の配備が必要と考える。 

 

2-2-2 自然条件 

(1)地形 

山西省は、北緯 37 度 40 分～38 度 31 分、東経 112 度 54 分～114 度 4 分の、黄河流域中部に位

置している。北は万里の長城、東は太行山脈に囲まれている。南北に 800 キロ､東西に 700 キロ､

15.63 万 Km2 の面積を有する黄土高原である。 

 (2)気候 

山西省の大部分は温帯季節風大陸性気候で、気温は夏季で 20℃～35℃、冬季では 5℃～－

15℃程度となり年間を通じて乾燥した気候である。 

季節は明確に春夏秋冬の 4 季節に分かれている。夏は最高気温が約 35℃前後まで上昇すると供

に、70～80％以上の湿度が記録されることから、電子部品を使用する高度医療機器については除

湿対策を考慮する必要がある。本計画で調達が予定されている。Ｘ線装置、超音波診断装置、生化

学分析装置の配備予定室には空調器、除湿器が既に配備されており湿度対策に問題はない。 
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第３章 プロジェクトの内容 



 

第３章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 プロジェクトの目的 

山西省は都市部と農村、山間部との経済的な地域格差が大きく、辺地住民・婦女子の栄養摂取状況

や生活環境が厳しい状況にある。また同省は鉱工業が盛んなため大気汚染等の環境汚染が問題とな

っている。このため出生時障害発生率が中国全国で も高く、特に心臓奇形は全国平均の総出産数

0.8％に対して山西省は同 1.2％と高い数値を示している。そのため、山西省政府は 2002 年「山西省衛

生事業第十次五ヵ年計画」を制定し、母子保健事業の重点課題として安全な分娩､先天性奇形児の出

生回避を目指す婚前医学検査の実施率の向上、乳児・5 歳未満児及び妊産婦死亡率の引き下げ等を

推進してきた。また 1997 年から婚前の指導検査､予防・健康教育、妊娠中の超音波検査等を通じて妊

産婦死亡率、乳児死亡率、出生時障害発生率の減少を目標とした「削峰工程」を実施している。この工

程等の実施効果もあり、妊産婦死亡率は 45.71/10万出生(2001年)から同 41.72/10万出生(2003年)、

5 歳未満児死亡率が 23.30/千人(2001 年)から 22.77/千人(2003 年)と改善した。この数値は全国

平均の妊産婦死亡率、同 50.20/10 万出生(2002 年)、乳児死亡率 39. 70/千人(2002 年)より低いも

のの、それらの数値は近年下げ止まりの傾向が見られる。 

 

山西省における母子保健ネットワークシステムは省母子保健院・児童病院を中心とした傘下の医療施

設を基に運営されているものの、トップレファラルである省母子保健院・児童病院及びセカンドレファラ

ルにあたる各市レベル母子保健院/母子保健所は医療サービスの提供に不可欠な医療機材の老朽化

等による機能低下に直面しており、各施設の役割を果たすことが困難な状況にある。 

 

このような現状からの脱却の為、本計画は母子保健ネットワークシステムを構成している省母子保健

院・児童病院及び 11 ヵ所の市母子保健院/所への機材整備を通じ第 3 次、第 2 次施設間ネットワーク

の強化、対象施設が提供する母子保健サービスの量的・質的向上を図る事を目的とする。 

 

3-1-2 プロジェクトの概略 

 

本プロジェクトの対象施設は、山西省の母子保健サービスのトップレファラル施設に位置づけられる

山西省婦幼保健院・児童病院とセカンドレファラルを担っている 11 ヶ所の市レベル保健院/所である。こ

れらの施設の医療機材は老朽化等による提供サービス内容の質的低下、数量の不足による定量サー

ビスの量的低下が問題となっている。本計画は機材整備を通じ、これら医療施設の母子保健サービス

機能の回復及び母子保健ネットワーク強化を通じ、山西省母子保健医療水準の向上を目指すものであ

る。 
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計画対象病院 

・山西省母子保健院・児童病院 

・市母子保健院/所 

1.大同市母子保健所  2.朔州市母子保健所  3.忻州市母子保健院 

4.太原市母子保健院  5.晋中市母子保健院  6.陽泉市母子保健院 

7.呂潔市母子保健院  8.長治市母子保健院  9.晋城市母子保健院 

10.臨汾市母子保健院 11.運城市母子保健院 

 

 

3-2 協力対象事業の基本設計 

3-2-1 設計方針 

  (1) 基本方針 

各計画対象施設への協力範囲の概略は以下のとおり。 

 

１）山西省母子保健院・児童病院 

 本計画においては、ア）当該施設が提供する産婦人科、小児科等の周産期医療活動と基本的な医療

サービスの提供に必須な機材、イ）現状の医療活動の拡充に必須な機材、ウ）老朽化等により質的不足・

数量があきらかに不足し緊急的な整備が求められる機材の調達を図り、山西省トップレファラル病院とし

ての機能の回復を目指すものとする。 

 

2)市母子保健院(9 ヶ所)/市母子保健所(2 ヶ所) 

 市母子保健院/所は病床 20～50 床を有し活動、地域において婦人科、産科、新生児科の予防と診断、

治療、医療サービスと周産期・母子保健サービスの提供を担っている。市母子保健所は入院施設を持

たず、予防医療を主とした母子保健サービスの提供を行っている。本計画においてはア）母子保健のセ

カンドレファラル病院としての診断･治療活動に必須な機材、イ）産前検診サービス等の母子保健サービ

スの提供に必要な機材を整備し、母子保健サービスネットワークの充実を目指すものとする。 

 

(2)  機材選定方針 

   機材は次の優先原則、削除原則をもって選定する。 

1)優先原則 

１． 老朽化した機材の更新・補充となる機材 

2. 数量が明らかに不足している機材の補充となる機材 

3. 母子保健サービスの向上に裨益する機材 

4. 基礎的な診療活動に不可欠な機材 
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5. 母子保健関連の啓蒙活動、教育活動に資する機材 

6. 山西省特有の疾病の診断・治療に供する機材。 

7. 導入による裨益効果が多く見込まれる機材。 

8. 費用対効果が大きな機材。 

9. 対象病院の社会的位置付け（レファラル体制、現地ニーズ）に合致する機材。 

10. 対象病院の既存技術レベルで運用が可能な機材。 

11. 運営維持管理が安易な機材。 

 

2)削除原則 

1. 高額な維持管理費を要する機材 

2. 裨益効果が限られる機材 

3. 費用対効果が小さな機材 

4. 中国側で調達可能な機材 

5. 現有の機材の効率的使用方法で対処できる機材 

6. より簡便な代替機材が存在する機材 

7. 低限必要な台数以上の機材（非効率、重複する機材） 

8. 中央化・共有化が可能な機材 

9. 仕様が特定メーカーに偏り、入札による調達が困難な機材。 

10. 対象病院の社会的位置付け（レファラル体制、現地ニーズ）に不的確な機材 

11. 設置のために大幅なインフラ整備（水、電気、排水処理他）を必要とする機材 

12. 廃棄物等にて環境汚染が懸念される機材。 

 

  なお、計画規模は現状の機材運営費で賄える範囲とする。また対象施設の運営管理能力で対応可

能な範囲であり、かつ財務的、技術的自立発展性を確保し得る範囲である事とする。  

 

（３） インフラ･自然条件等での方針 

1)  計画対象地域は、年間平均気温が 15℃前後、湿度 40％程度と低温乾燥地域である事から分析

機器等温度変化に敏感な機材は、当該値の気候条件に耐え得る性能を有するものとする。 

2)  計画対象地域では停電は滅多に発生していないが、使用時に継続的に安定した電力を必要と

する、自動血球分析器、人工心肺装置等については、機材の電気回路を激しい電力変動から守

るため、電力低下時や停電時においても稼動可能となる無停電装置（UPS）等の配備を計画する。 

また患者監視装置､人口呼吸器､超音波診断装置等の電子医療機器については 15％の電圧変動

に対応し得る自動電圧安定装置（AVR）調達を計画する。 
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3) 水質検査の結果、硬度は若干高い数値を示している。多量に水を使用する高圧蒸気滅菌器につ

いては、水質の硬度を下げる為軟水化装置の配備が必要であるが、現有機材には軟水化装置が

配備されている為、本計画で調達予定の高圧蒸気滅菌器にも既存の軟水化装置を継続使用する

事とした。 

 

（４） 調達事情に関する方針 

１）   中国では品質の良否は別として、殆んどの医療機材が製造販売されている。高度医療機材等

は先進国との合弁企業が製造しているケースが多い為、性能・耐久性、維持管理体制の面で問

題はない。しかし中高度の中国製医療機材の中には製造工程時の品質管理が不十分な粗悪品

が製造、納品され、短期間で使用できなくなるケースも多く報告されている。中国製品調達の場

合は、現地製造業者が国際規格（ISO,CE,TUV 等）に適合している事等を条件付け、品質の確

保に努める。  

２）   地域の医療技術者が長年にわたり操作に精通している事や、代理店による保守・維持管理の

体制が確立されている事、さらに価格の優位性を考慮に入れ、必要に応じ第 3 国（欧州・米国）

及び中国と海外の合弁企業からの調達も検討する。 

 

（５） 調達方法、工期にかかる方針 

機材の調達先は日本または中国に加え、欧州、米国等の第３国とする。工期は交換公文締結から

１１ヶ月以内とする。 

 

（６） 維持・運営管理面での設計方針 

１）  機材調達にかかる費用対効果を高める為、調達機材には標準消耗品、初期運転指導消耗品

以外の中国側の費用で調達可能な消耗品は含めない事とする。 

２）  CT スキャナー、心血管造影撮影装置、Ｘ線装置、超音波診断装置、全自動免疫化学発光分

析装置、血液ガス分析器等の比較的高額な医療機材については中国主要都市（北京、上海

等）に設定されているメーカー代理店が保有する維持管理能力で対応し得る機材の調達を図

る。 

３）   CT スキャナー、心血管造影撮影装置、超音波診断装置等恒常的な保守が必要な医療機材に

ついては、省母子保健院・児童病院側がメーカー代理店とメンテナンス契約を結ぶ事を前提と

する。これらの費用については山西省衛生庁にて予算措置を採るものとする。 

４） 機材の納入・据付時に、病院設備科の技術者及び各部門、各計画対象施設の取扱担当者に対

し、操作方法、日常点検方法につき講習を行う。特に CT スキャナー、心血管造影撮影装置、超

音波診断装置等の画像診断装置については、製造会社又は同代理店の担当者により操作指

導・日常点検等の講習を行う。 
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５） 機材の操作面の表示は中国語または英語とする。正確な指示が必要とされる機材、CT スキャナ

ー、心血管造影撮影装置、超音波診断装置、高圧蒸気滅菌器等については、中国語の取扱説

明書、簡易操作手順マニュアル（ケースに入れて装置に添付可能なもの）の供給を義務付ける。 

 

3-2-2 基本計画 

(1) 全体計画 

1) 要請機材の検討 

原要請は 3 年前の医療サービス活動内容を基本に作成されたもので、現在計画対象施設が提

供している医療サービス活動にマッチしなくなったとの理由から新要請書が調査団に提出された。

新要請をもとに基本設計調査を行い、機材を ABC の優先順位で分類、A については必要性、妥当

性を検証の上、調達の対象として検討、B については更なる調査を重ね、調達の可否について持ち

帰り検討、C については必要性、調達の妥当性の観点から検討の対象としない事とした。帰国後、

収集資料をもとに国内解析を行い機材調達の妥当性を検証した。 

 

(2) 機材計画 

1) 計画機材の選定 

機材の選定は、各部門の活動内容(手術件数、外来入院患者数等)、現有機材の状況等をもと

に前述の「基本的優先原則・削除原則」(P25,26)に従って行った。尚、優先原則、削除原則への該

当項目（「×」印で表記）、調達数量の根拠等の評価結果の詳細を、「表 3-1 要請機材検討表」に示

した。 
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あ
た

り
2
5
0
-
3
0
0
件

の
出

動
要

請
有

り
、

2
台

補
充

し
現

有
に

加
え

て
３

台
で

対
応

。

1
1
3

5
-
1
2

人
工

呼
吸

器
（
ポ

ー
タ

ブ
ル

）
4

●
x

2
救

急
車

現
有

機
材

な
し

、
手

動
で

対
応

し
て

る
。

　
1
‐
1
救

急
車

に
搭

載
、

新
規

に
2
台

補
充

。

5
-
1
3

一
酸

化
窒

素
監

視
治

療
装

置
1

●
x

x
0

1
0
9

5
-
1
4

光
線

治
療

器
2

●
2

N
iC

U

1
3
-
1

5
-
1
5

患
者

監
視

装
置

（
Ｏ

Ｔ
）

1
0

●
ｘ

ｘ
5

病
棟

　
３

0
床

（
う

ち
保

育
器

1
3
台

）
現

有
１

０
台

有
り

、
５

台
補

充
し

て
現

有
を

計
１

５
台

と
し

、
２

床
あ

た
り

1
台

の
配

備
と

す
る

1
5
5

5
-
1
6

血
液

濾
過

器
1

●
1

急
性

薬
物

中
毒

な
ど

の
患

者
に

対
し

、
救

急
措

置
手

段
が

現
有

し
な

い
た

め
新

規
に

1
台

補
充

。
1
8

5
-
1
7

血
液

ガ
ス

分
析

機
（
電

解
質

つ
き

）
1

●
x

x
x

1
病

棟
　

３
0
床

（
う

ち
保

育
器

1
3
台

）
現

有
機

材
な

し
、

サ
ン

プ
ル

を
検

査
科

へ
持

ち
込

ん
で

検
査

し
て

い
る

。
　

新
規

に
1
台

補
充

1
3
5

5
-
1
8

経
皮

黄
疸

計
1

●
x

x
1

病
棟

３
0
床

（
う

ち
保

育
器

1
3
台

）
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

神 経 内 科 泌 尿 器 内 科 血 液 科 新 生 児 内 科 急 救 セ ン タ ー

－29－



表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

2
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

3
1
-
1

6
-
1

除
細

動
器

1
●

1
病

棟
, 

3
6
床

現
有

機
材

な
し

、
他

の
部

門
よ

り
借

用
し

て
対

応
。

新
規

に
１

台
補

充
。

6
-
2

体
外

式
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

1
●

x
0

1
4
9

6
-
3

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
3
-
1

6
-
4

患
者

監
視

装
置

（
Ｏ

Ｔ
）

3
●

ｘ
ｘ

2
病

棟
　

３
6
床

現
有

２
台

有
り

、
２

台
補

充
し

て
現

有
を

計
４

台
と

し
、

9
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
2
9

6
-
5

シ
リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

1
0

●
x

x
x

1
0

病
棟

, 
3
6
床

現
有

６
台

有
り

、
1
0
台

補
充

し
て

現
有

を
計

1
6
台

と
し

、
使

用
頻

度
に

鑑
み

て
2
.3

床
あ

た
り

1
台

の
配

備
と

す
る

6
-
6

心
臓

血
管

介
入

治
療

設
備

1
●

x
0

6
-
7

混
合

静
脈

酸
素

飽
和

度
測

定
装

置
1

●
x

0
6
-
8

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

心
電

図
カ

ラ
ー

超
音

波
1

●
x

0
4
0

6
-
9

心
電

計
2

●
ｘ

1
病

棟
現

有
機

材
な

し
、

他
の

科
よ

り
借

用
し

て
対

応
。

新
規

に
1
台

調
達

。

3
9

6
-
1
0

ホ
ル

タ
ー

心
電

計
1

●
x

x
1

現
有

機
材

な
し

、
検

査
を

外
部

に
依

頼
、

患
者

数
年

間
約

8
0
人

　
新

規
に

1
台

補
充

1
8

6
-
1
1

血
液

ガ
ス

分
析

機
（
電

解
質

つ
き

）
1

●
x

x
x

1
現

有
機

材
な

し
、

サ
ン

プ
ル

を
検

査
科

へ
持

ち
込

ん
で

検
査

し
て

い
る

。
　

新
規

に
1
台

補
充

6
-
1
2

低
温

治
療

器
5

●
x

0

1
3
-
2

7
-
1

患
者

監
視

装
置

3
●

ｘ
ｘ

1
病

棟
　

３
6
床

現
有

３
台

有
り

、
1
台

補
充

し
て

現
有

を
計

４
台

と
し

、
9
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

7
-
2

2
4
時

間
胃

、
食

道
P
H

計
1

●
x

x
0

1
4
9

7
-
3

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

7
2

7
-
4

輸
液

ポ
ン

プ
3

●
x

1
病

棟
, 

3
6
床

現
有

機
材

な
し

、
必

要
に

応
じ

て
他

部
門

よ
り

借
用

、
年

間
9
0
件

程
度

　
新

規
に

1
台

補
充

7
-
5

経
皮

ビ
リ
ル

ビ
ン

計
1

●
x

0

7
-
6

高
周

波
メ

ス
1

●
x

x
0

7
-
7

内
視

鏡
洗

浄
装

置
1

●
x

0
1
0
3

7
-
8

胃
腸

内
視

鏡
（
小

児
）

1
●

x
1

内
鏡

セ
ン

タ
ー

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

7
-
9

C
1
3
能

分
析

器
1

●
x

x
0

1
2
9

8
-
1

シ
リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

1
0

●
x

x
x

6
病

棟
, 

3
6
床

現
有

２
台

有
り

、
6
台

補
充

し
て

現
有

を
計

8
台

と
し

、
4
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
3
-
2

8
-
2

患
者

監
視

装
置

3
●

ｘ
ｘ

2
病

棟
　

３
6
床

現
有

３
台

有
も

1
台

不
調

、
1
台

補
充

し
て

現
有

を
計

４
台

と
し

、
9
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
4
9

8
-
3

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

8
-
4

携
帯

式
酸

素
飽

和
度

計
1

●
x

0
8
-
5

強
迫

振
動

肺
臓

測
定

器
1

●
x

x
0

8
-
6

携
帯

式
二

酸
化

炭
素

分
圧

計
1

●
x

x
0

8
-
7

足
踏

み
運

動
測

定
器

1
●

x
0

8
-
8

軟
性

気
管

支
鏡

1
●

x
0

8
-
9

ア
プ

ネ
ア

モ
ニ

タ
ー

1
●

ｘ
0

8
-
1
0

空
気

消
毒

器
3

●
ｘ

0
1
4
2

8
-
1
1

超
音

波
ﾈ

ﾌ
ﾞﾗ

ｲ
ｻ

ﾞｰ
5

●
x

x
2

病
棟

　
３

6
床

現
有

３
台

有
も

2
台

不
調

、
3
台

補
充

し
て

現
有

を
計

3
台

と
し

、
1
2
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

8
-
1
2

血
ガ

ス
1

●
x

x
0

1
4
9

9
-
1

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
2
9

9
-
2

シ
リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

3
●

x
x

x
3

病
棟

, 
3
6
床

現
有

２
台

有
り

、
３

台
補

充
し

て
現

有
を

計
６

台
と

し
、

６
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
3
-
2

9
-
3

患
者

監
視

装
置

3
●

ｘ
ｘ

2
病

棟
　

３
6
床

現
有

２
台

有
り

、
２

台
補

充
し

て
現

有
を

計
４

台
と

し
、

9
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

9
-
4

直
腸

粘
膜

検
査

器
1

●
x

0
9
-
5

肛
門

直
腸

圧
力

計
1

●
ｘ

ｘ
0

9
-
6

小
児

腹
く

う
鏡

1
●

x
0

9
-
7

超
音

波
メ

ス
1

●
x

0
9
-
8

癌
細

胞
採

取
針

1
●

x
0

1
4
9

1
0
-
1

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
7

1
0
-
2

超
音

波
血

流
測

定
器

1
●

ｘ
1

病
棟

　
３

6
床

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
0
-
3

フ
ァ

イ
バ

ー
ラ

リ
ン

ゴ
1

●
x

0
1
0
-
4

皮
膚

採
取

刀
1

●
x

ｘ
0

製
造

業
者

が
限

定
さ

れ
、

競
争

入
札

が
困

難
。

1
5

1
0
-
5

手
術

用
ル

ー
ペ

3
●

ｘ
ｘ

2
手

術
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
3
-
2

1
1
-
1

患
者

監
視

装
置

1
●

ｘ
ｘ

1
病

棟
　

３
6
床

現
有

３
台

有
り

、
1
台

補
充

し
て

現
有

を
計

４
台

と
し

、
9
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
1
-
2

頭
蓋

内
圧

ﾓ
ﾆ

ﾀ
ｰ

1
●

x
x

0
1
4
9

1
1
-
3

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
1
-
4

氷
毯

1
●

x
0

1
1
-
5

氷
帽

1
●

x
0

1
1
-
6

脳
外

科
用

顕
微

鏡
1

●
x

x
0

1
1
-
7

双
極

凝
固

電
気

メ
ス

1
●

x
x

0
1
1
-
8

高
速

電
動

穴
あ

け
器

1
●

x
0

1
1
-
9

脳
室

鏡
1

●
x

0

1
4
9

1
2
-
1

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
0
2

1
2
-
2

膀
胱

鏡
（
新

生
児

）
2

●
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
2
-
3

小
児

尿
道

鏡
2

●
x

0
1
2
-
4

膀
胱

鏡
、

尿
道

鏡
電

気
メ

ス
1

●
x

0
1
2
-
5

膀
胱

鏡
、

尿
道

鏡
メ

ス
1

●
x

1
調

達
を

計
画

し
て

い
る

膀
胱

鏡
と

一
緒

に
使

う
器

具
、

現
有

な
し

、
新

規
に

1
台

補
充

1
2
-
6

T
E
F
L
O

N
　

専
用

注
射

設
備

2
●

x
0

1
2
-
7

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

モ
ニ

タ
ー

3
●

ｘ
x

0

1
2
-
8

フ
ァ

イ
バ

ー
腎

盂
輸

尿
管

鏡
1

●
ｘ

0
1
3
-
1

食
道

P
H

計
1

●
x

0
1
3
-
2

食
道

圧
力

測
定

計
1

●
x

0
1
3
-
3

胸
く

う
鏡

1
●

x
0

消 化 器 内 科 呼 吸 内 科心 臓 内 科 普 通 外 科 整 形 外 科 脳 神 経 外 科 泌 尿 器 外 科 胸 部 外 科
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

3
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

1
4
9

1
4
-
1

人
工

呼
吸

器
（
新

生
児

）
2

●
x

x
x

2
病

棟
　

３
6
床

老
朽

化
が

著
し

い
現

有
機

材
２

台
中

の
２

台
の

更
新

1
4
-
2

小
児

用
呼

吸
器

3
●

x
x

0
心

臓
外

科

1
3
-
1

1
4
-
3

患
者

監
視

装
置

（
Ｏ

Ｔ
）

5
●

ｘ
ｘ

3
心

臓
外

科
IC

U
　

４
床

現
有

３
台

有
も

２
台

不
調

、
３

台
補

充
し

て
現

有
を

計
４

台
と

し
、

１
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
4
-
4

シ
リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

1
5

●
x

0
病

棟
1
4
-
5

変
温

毯
2

●
ｘ

0
1
4
-
6

新
生

児
処

置
台

1
●

ｘ
x

0
1
4
-
7

除
細

動
器

1
●

x
0

1
4
-
8

新
生

児
蘇

生
器

1
●

x
0

1
4
-
9

経
皮

ビ
リ
ル

ビ
ン

計
1

●
x

0

1
4
-
1
0

血
乳

酸
測

定
器

1
●

x
x

0
1
4
-
1
1

骨
科

電
動

ド
リ
ル

1
●

x
0

1
4
-
1
2

骨
科

電
動

い
1

●
x

0
1
5

1
4
-
1
3

手
術

用
ル

ー
ペ

8
●

ｘ
ｘ

2
手

術
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

6
2

1
4
-
1
4

人
工

心
肺

器
1

●
ｘ

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
4
-
1
5

ピ
ン

セ
ッ

ト
式

持
針

器
8

●
x

0
1
4
-
1
6

体
感

誘
発

電
位

1
●

ｘ
ｘ

0
9
7

1
4
-
1
7

整
形

牽
引

装
置

付
ベ

ッ
ド

3
●

2
病

棟
現

有
機

材
な

し
、

通
常

の
ベ

ッ
ト
に

滑
車

を
つ

け
て

で
対

応
し

て
る

。
　

新
規

に
２

台
補

充

6
1
4
-
1
8

関
節

鏡
●

ｘ
1

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
2
‐
1

超
音

波
メ

ス
1

●
x

0
5
2
‐
2

直
腸

圧
力

測
定

器
1

●
0

5
2
‐
3

小
児

腹
く

う
鏡

1
●

x
x

x
0

1
3
5

5
2
‐
4

経
皮

黄
疸

計
1

●
x

x
1

病
棟

３
6
床

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

7
1

5
2
‐
5

新
生

児
処

置
台

3
●

ｘ
3

病
棟

　
３

6
床

老
朽

化
が

著
し

い
現

有
機

材
２

台
中

の
２

台
の

更
新

に
加

え
１

台
補

充
、

計
３

床
の

配
備

と
す

る
。

7
0

5
2
‐
6

保
育

器
3

●
ｘ

1
病

棟
　

３
6
床

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
0
9

5
2
‐
7

光
線

治
療

器
1

●
ｘ

1
病

棟
　

３
6
床

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
2
‐
8

ハ
イ

パ
ー

サ
ー

ミ
ア

（
湯

た
ん

ぽ
式

）
2

●
x

0
1
2
9

5
2
‐
9

シ
リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

1
5

●
x

x
x

1
2

病
棟

, 
3
6
床

現
有

４
台

有
り

、
1
2
台

補
充

し
て

現
有

を
計

1
6
台

と
し

、
使

用
頻

度
に

鑑
み

て
2
.3

床
あ

た
り

1
台

の
配

備
と

す
る

6
1

5
3
‐
1

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

2
●

ｘ
2

病
棟

　
３

6
床

手
術

用
に

現
在

2
台

有
り

、
量

的
に

不
足

。
2
台

補
充

。

5
3
‐
2

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
2

●
x

0
5
3
‐
3

携
帯

式
カ

ラ
ー

超
音

波
1

●
x

x
0

1
8

5
3
‐
4

血
液

ガ
ス

分
析

機
（
電

解
質

つ
き

）
1

●
x

x
x

1
病

棟
３

6
床

現
有

機
材

な
し

、
サ

ン
プ

ル
を

検
査

科
へ

持
ち

込
ん

で
検

査
し

て
い

る
。

　
新

規
に

1
台

補
充

1
5
-
1

高
級

中
周

波
治

療
器

1
●

x
0

1
5
-
2

超
音

波
治

療
器

1
●

x
0

1
5
-
3

筋
肉

痙
攣

治
療

器
2

●
x

0

1
5
-
4

中
周

波
治

療
装

置
2

●
x

0

1
5
-
5

神
経

ケ
イ

ラ
ク

治
療

器
1

●
ｘ

0

1
5
-
6

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
回

復
装

置
1

●
x

x
x

0

1
5
-
7

ハ
バ

ー
ド

タ
ン

ク
1

●
x

0

1
5
-
8

医
用

知
能

治
療

器
1

●
x

0

1
5
-
9

音
楽

治
療

装
置

1
●

x
0

1
5
-
1
0

神
経

損
傷

治
療

器
1

●
x

0

1
5
-
1
1

イ
ン

シ
ュ

リ
ン

ボ
ン

プ
1

●
ｘ

0
1
5
-
1
2

話
す

能
力

練
習

装
置

1
●

x
0

9
3

1
6
-
1

手
術

用
顕

微
鏡

1
●

ｘ
1

現
有

機
材

な
し

、
ル

ー
ペ

で
対

応
し

て
る

。
　

新
規

に
1
台

補
充

1
6
-
2

手
術

用
顕

微
器

械
1

●
ｘ

0
1
6
-
3

脳
外

科
手

術
用

顕
微

鏡
1

●
ｘ

0

1
6
-
4

空
気

殺
菌

器
1

●
x

0
1
8

1
6
-
5

血
液

ガ
ス

分
析

機
（
電

解
質

つ
き

）
1

●
x

x
x

1
手

術
準

備
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
6
-
6

電
解

質
分

析
装

置
1

●
x

0
8
2

1
6
-
7

変
温

毛
布

4
●

ｘ
ｘ

2
手

術
室

現
有

機
材

な
し

、
通

常
の

温
水

湯
た

ん
ぽ

で
対

応
し

て
る

。
　

新
規

に
２

台
補

充

1
1
6

1
6
-
8

高
速

滅
菌

器
1

●
ｘ

1
手

術
準

備
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
6
-
9

自
動

器
械

洗
浄

器
1

●
ｘ

ｘ
0

9
5
-
1

1
6
-
1
0

手
術

台
電

動
7

●
ｘ

4
麻

酔
手

術
室

１
か

ら
４

7
手

術
室

の
う

ち
老

朽
化

の
著

し
い

N
o
.1

か
ら

N
o
.4

の
４

手
術

室
に

た
い

し
4
台

を
更

新

1
6
-
1
1

手
術

器
具

セ
ッ

ト
1
0

●
ｘ

0
4
2

1
6
-
1
2

電
気

メ
ス

4
●

x
x

4
麻

酔
手

術
室

N
o
.１

-
４

現
有

機
材

3
台

中
老

朽
化

の
著

し
い

1
台

の
更

新
、

７
手

術
室

に
対

し
最

低
数

量
の

3
台

を
確

保
。

3
-
1

1
6
-
1
3

麻
酔

器
・
新

生
児

・
小

児
7

●
x

x
x

4
麻

酔
手

術
室

N
o
.１

-
４

7
手

術
室

の
う

ち
老

朽
化

の
著

し
い

N
o
.1

か
ら

N
o
.4

の
４

手
術

室
に

た
い

し
4
台

を
更

新

1
3
-
1

1
6
-
1
4

患
者

監
視

装
置

（
Ｏ

Ｔ
）

7
●

x
x

x
x

x
4

麻
酔

手
術

室
N

o
.１

-
４

7
手

術
室

の
う

ち
老

朽
化

の
著

し
い

N
o
.1

か
ら

N
o
.4

の
４

手
術

室
に

た
い

し
4
台

を
更

新

1
6
-
1
5

外
科

用
C

ア
ー

ム
X

線
装

置
1

●
x

x
0

6
1

1
6
-
1
6

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

1
●

ｘ
1

手
術

準
備

室
手

術
用

に
現

在
2
台

有
り

、
量

的
に

不
足

。
１

台
補

充
。

3
8

1
6
-
1
7

胎
児

心
音

計
1

●
x

1
手

術
準

備
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
6
-
1
8

エ
チ

レ
ン

オ
キ

サ
イ

ド
ガ

ス
消

毒
器

1
●

x
0

1
7

1
6
-
1
9

血
液

凝
固

計
1

●
x

x
1

手
術

検
査

室
現

有
機

材
な

し
、

サ
ン

プ
ル

を
検

査
科

へ
持

ち
込

ん
で

検
査

し
て

い
る

。
　

新
規

に
1
台

補
充

7
1

1
6
-
2
0

新
生

児
処

置
台

1
●

ｘ
1

手
術

準
備

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
6
-
2
1

麻
酔

ボ
ン

ブ
1

●
ｘ

ｘ
0

1
6
-
2
2

麻
酔

監
視

モ
ニ

タ
ー

1
●

ｘ
ｘ

0

1
6
-
2
3

モ
ニ

タ
ー

喉
頭

鏡
1

●
x

0

1
6
-
2
4

自
体

血
回

収
機

1
●

ｘ
ｘ

0
3
１

-
2

1
6
-
2
5

除
細

動
器

（
イ

ン
ナ

ー
パ

ド
ル

付
）

1
●

ｘ
1

手
術

室
現

在
救

急
科

か
ら

借
用

、
１

台
補

充
し

手
術

室
全

体
で

使
用

。
9
2
-
2

1
6
-
2
6

手
術

灯
7

●
x

4
麻

酔
手

術
室

N
o
.１

-
４

7
手

術
室

の
う

ち
老

朽
化

の
著

し
い

N
o
.1

か
ら

N
o
.4

の
４

手
術

室
に

た
い

し
4
台

を
更

新

骨 外 科 新 生 児 外 科

小 児
心 臓 外 科

物 理 療 法 科 麻 醉 手 術 科麻 醉 手 術 科
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

4
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

5
4
‐
1

呼
吸

器
1

●
x

x
0

1
3
-
2

5
4
‐
2

患
者

監
視

装
置

1
●

3
回

復
室

（
手

術
室

横
）

現
有

な
し

。
1
日

約
1
6
件

の
手

術
件

数
に

対
し

同
時

に
術

後
様

態
管

理
が

必
要

な
患

者
数

を
勘

案
し

3
台

の
配

備
と

す
る

。
7
1

5
4
‐
3

新
生

児
治

療
台

1
●

ｘ
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
5
‐
1

呼
吸

器
2

●
x

x
0

5
5
‐
2

患
者

監
視

装
置

3
●

ｘ
0

5
5
‐
3

新
生

児
治

療
台

5
●

x
x

0

5
5
‐
4

経
皮

黄
疸

計
1

●
x

x
0

5
5
‐
5

注
射

ボ
ン

プ
1
0

●
x

x
0

病
棟

5
5
‐
6

新
生

児
黄

疸
治

療
機

1
●

x
x

0

1
7
-
1

血
管

治
療

装
置

1
●

x
0

1
7
-
2

Ig
E
検

査
シ

ス
テ

ム
1

●
x

0

1
7
-
3

顕
微

鏡
写

真
撮

影
装

置
1

●
x

0

1
7
-
4

炭
酸

ガ
ス

培
養

器
1

●
x

x
0

1
7
-
5

双
眼

電
光

顕
微

鏡
1

●
x

0

6
8

1
7
-
6

培
養

装
置

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
7
-
7

恒
温

箱
1

●
x

0

1
5
2

1
7
-
8

乾
熱

滅
菌

器
1

●
ｘ

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
7
-
9

準
分

子
皮

膚
レ

ー
ザ

ー
治

療
装

置
1

●
x

0
8
5

1
7
-
1
0

超
短

波
治

療
機

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
8
-
1

歯
科

検
診

台
3

●
x

0

1
8
-
2

口
腔

レ
ー

ザ
ー

治
療

器
1

●
x

0

1
8
-
3

光
固

化
器

1
●

x
0

1
8
-
4

超
音

波
ス

ケ
ー

ラ
ー

1
●

x
0

1
8
-
5

拡
大

鏡
及

び
深

度
探

測
鏡

2
ず

つ
●

x
0

1
8
-
6

奇
形

修
正

必
要

工
具

4
●

x
0

1
8
-
7

高
速

器
械

、
低

速
器

械
3
0
ず

つ
●

x
0

1
8
-
8

超
音

波
洗

浄
器

1
●

ｘ
0

1
8
-
9

歯
科

用
レ

ン
ト
ケ

ン
装

置
1

●
x

0

1
8
-
1
0

歯
科

用
レ

ン
ト
ケ

ン
装

置
1

●
x

0

1
8
-
1
1

歯
科

用
滅

菌
器

1
●

ｘ
ｘ

0

1
8
-
1
2

歯
科

用
電

気
メ

ス
1

●
x

0

1
8
-
1
3

歯
科

用
5

●
x

0
1
8
-
1
4

光
線

凝
固

装
置

1
●

0

1
9
-
1

ス
リ
ッ

ト
ラ

ン
プ

4
●

x
0

1
9
-
2

眼
科

手
術

用
顕

微
鏡

1
●

x
0

1
9
-
3

小
児

眼
科

手
術

器
械

2
ず

つ
●

x
0

1
9
-
4

電
気

治
療

器
1

●
x

x
0

1
9
-
5

検
眼

器
2

●
x

0

6
9

1
9
-
6

傾
像

検
眼

鏡
2

●
ｘ

2
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新
と

外
来

用
に

１
台

新
規

補
充

。

1
1
1

1
9
-
7

手
持

ち
式

ス
リ
ッ

ト
ラ

ン
プ

2
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

9
5
-
3

1
9
-
8

眼
科

用
手

術
台

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
9
-
9

手
持

ち
視

力
選

別
器

1
●

x
0

1
9
-
1
0

視
力

検
眼

鏡
1

●
x

x
0

1
9
-
1
1

眼
科

用
A

/
B

超
音

波
装

置
1

●
x

x
0

2
0
-
1

漢
方

薬
を

煎
じ

る
器

1
●

x
0

2
0
-
2

レ
ー

ザ
ー

治
療

器
1

●
x

x
0

2
0
-
3

骨
盆

炎
治

療
装

置
1

●
x

0
2
0
-
4

針
治

療
器

1
●

x
0

2
1
-
1

耳
鼻

咽
喉

科
総

合
検

診
台

4
●

x
0

2
1
-
2

臨
床

診
断

用
聴

力
計

1
●

ｘ
ｘ

0

2
1
-
3

誘
発

脳
電

位
1

●
ｘ

ｘ
0

8
9

2
1
-
4

耳
音

響
放

射
検

査
装

置
1

●
ｘ

ｘ
1

現
有

機
材

な
し

、
外

部
へ

の
検

査
で

対
応

し
て

る
。

　
新

規
に

1
台

補
充

2
1
-
5

フ
ァ

イ
バ

検
診

灯
1

●
x

0

2
1
-
6

モ
ニ

タ
ー

付
フ

ァ
イ

バ
ー

喉
頭

鏡
1

●
x

0

2
1
-
7

ス
タ

ン
ド

式
喉

頭
鏡

1
●

x
x

0

2
1
-
8

睡
眠

観
測

装
置

1
●

ｘ
0

2
1
-
9

食
道

鏡
(小

人
用

)
1

●
x

x
0

2
1
-
1
0

鼻
-
喉

頭
鏡

(小
人

用
)

1
●

x
0

2
1
-
1
1

高
速

手
術

穴
開

機
1

●
x

0

2
1
-
1
2

電
動

耳
検

査
鏡

1
●

x
0

2
1
-
1
3

口
開

器
(小

人
用

)
1

●
x

0

2
1
-
1
4

硬
支

気
管

鏡
(小

人
用

)
1

●
x

0
2
1
-
1
5

手
術

顕
微

鏡
E
N

T
1

●
x

0

口  腔  科 眼  科 中 医 科 耳 鼻 咽 喉 科皮 膚 科特 別 需 要 科

麻 醉
蘇 生 室
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

5
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

2
2
-
1

胃
洗

浄
器

1
●

x
0

1
3
-
2

2
2
-
2

患
者

監
視

装
置

3
●

ｘ
ｘ

0
他

の
科

と
の

共
有

が
可

能

2
2
-
3

呼
吸

器
2

●
x

0

4
0

2
2
-
4

心
電

計
1

●
ｘ

1
現

有
機

材
な

し
、

他
の

科
よ

り
借

用
し

て
対

応
。

新
規

に
1
台

調
達

。

2
2
-
5

空
気

消
毒

機
5

●
ｘ

0

2
2
-
6

新
生

児
処

置
台

2
●

x
x

ｘ
0

他
の

科
と

の
共

有
が

可
能

7
2

2
2
-
7

輸
液

ポ
ン

プ
6

●
x

2
診

察
台

　
２

老
朽

化
が

著
し

い
現

有
機

材
２

台
中

の
２

台
の

更
新

2
2
-
8

シ
リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

6
●

ｘ
ｘ

0
他

の
科

と
の

共
有

が
可

能

小
児

外
来

2
3
-
1

結
腸

治
療

装
置

1
●

x
x

0

9
2
‐
1

2
4
-
1

手
術

灯
-
移

動
型

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
4
-
2

麻
酔

機
1

●
ｘ

0
ta

is
h
i 

2
4
-
3

手
術

工
具

セ
ッ

ト
1

●
x

0

2
4
-
4

手
術

台
1

●
ｘ

0
簡

易
手

術
し

か
行

っ
て

お
ら

ず
、

現
有

の
機

材
で

対
応

が
可

能
。

1
3
-
2

2
4
-
5

患
者

監
視

装
置

1
●

ｘ
1

現
有

機
材

な
し

、
緊

急
の

場
合

病
棟

よ
り

借
用

し
て

対
応

し
て

い
る

。
1
台

新
規

補
充

2
4
-
6

器
械

台
1

●
x

0

2
4
-
7

電
気

メ
ス

1
●

x
x

0
2
4
-
8

呼
吸

器
1

●
x

x
0

2
5
-
1

電
子

血
圧

計
2

●
ｘ

0

1
1
2

2
5
-
2

超
音

波
診

断
装

置
-
ポ

ー
タ

ブ
ル

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
0

2
5
-
3

心
電

計
2

●
ｘ

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
9

2
5
-
4

産
婦

人
科

用
検

診
台

2
●

x
2

現
有

機
材

２
台

中
老

朽
化

が
著

し
い

2
台

を
更

新

1
2
6

2
5
-
5

吸
引

器
2

●
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
5
-
6

携
帯

式
X

線
装

置
2

●
x

0

2
5
-
7

胎
児

心
拍

計
2

●
x

x
0

7
2

2
5
-
8

輸
液

ポ
ン

プ
6

●
x

3
病

棟
　

８
床

現
有

１
台

有
り

、
３

台
補

充
し

て
現

有
を

計
４

台
と

し
、

２
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

8
4
-
2

2
5
-
9

撮
影

機
能

付
顕

微
鏡

2
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
5
-
1
0

酸
素

製
造

機
2

●
x

0

2
5
-
1
1

産
婦

人
科

治
療

装
置

2
●

x
0

1
-
2

2
5
-
1
2

救
急

車
1

●
ｘ

ｘ
0

2
5
-
1
3

胃
洗

浄
器

1
●

ｘ
ｘ

0

2
5
-
1
4

自
動

血
球

分
析

機
ー

3
分

類
1

●
x

0

2
5
-
1
5

尿
分

析
器

1
●

x
0

2
5
-
1
6

呼
吸

器
1

●
x

0

1
3
-
2

2
5
-
1
7

患
者

監
視

装
置

1
●

ｘ
1

産
科

手
術

室
現

有
機

材
な

し
、

聴
診

器
、

血
圧

計
に

て
対

応
し

て
い

る
。

1
台

新
規

補
充

6
7
-
2

2
5
-
1
8

蒸
気

高
圧

滅
菌

器
1

●
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
4
3

2
6
-
1

超
音

波
診

断
装

置
（
カ

ラ
ー

ド
ッ

プ
ラ

ー
）

2
●

x
1

検
査

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
6
-
2

ホ
ル

タ
ー

脳
電

検
査

装
置

1
●

x
0

1
3
8

2
6
-
3

ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

1
●

x
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
4

2
6
-
4

誘
発

電
位

付
筋

電
計

1
●

x
1

検
査

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
6
-
5

脳
電

計
1

●
ｘ

0
1
4
1
‐
1

2
6
-
6

超
音

波
診

断
装

置
（
白

黒
）

2
●

ｘ
ｘ

2
検

査
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

と
患

者
増

に
対

応
す

る
た

め
1
台

補
充

4
0

2
6
-
7

心
電

計
1

●
ｘ

1
検

査
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
6
-
8

人
体

成
分

分
析

装
置

1
●

x
0

2
6
-
9

携
帯

式
カ

ラ
ー

超
音

波
診

断
装

置
1

●
x

0
3
9

2
6
-
1
0

ホ
ル

タ
ー

心
電

計
1

●
ｘ

ｘ
1

総
合

検
査

室
小

児
心

臓
疾

患
の

診
断

、
新

規
に

1
台

調
達

4
0

2
6
-
1
1

心
電

計
1

●
ｘ

1
検

査
室

現
有

機
材

な
し

、
他

の
科

よ
り

借
用

し
て

対
応

。
新

規
に

1
台

調
達

。

2
6
-
1
2

ド
ッ

プ
ラ

ー
診

断
装

置
(小

児
脳

用
)

1
●

x
0

4
2
7
-
1

心
血

管
造

影
装

置
1

●
ｘ

ｘ
ｘ

ｘ
ｘ

ｘ
1

ア
ン

ギ
オ

検
査

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
7
-
2

撮
影

装
置

1
●

x
x

x
0

8
1

2
7
-
3

乳
房

X
線

撮
影

装
置

1
●

x
1

下
位

医
療

施
設

か
ら

の
乳

腺
異

常
紹

介
患

者
に

対
し

、
適

切
な

診
断

を
下

す
必

要
性

か
ら

新
規

に
1
台

を
調

達
す

る
。

1
5
1

2
7
-
4

Ｘ
線

装
置

1
●

x
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

8
7

2
7
-
5

移
動

式
X

線
装

置
2

●
x

1
現

有
機

材
１

台
心

臓
外

科
に

有
り

、
小

児
,新

生
児

外
科

病
棟

に
１

台
配

備
。

2
7
-
6

核
磁

気
共

鳴
装

置
1

●
x

x
x

0

2
7
-
7

胃
腸

造
影

装
置

1
●

x
0

3
0

2
7
-
8

C
T

ス
キ

ャ
ナ

ー
1

●
x

x
x

x
x

1
既

存
の

Ｃ
Ｔ

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
3
3

2
8
-
1

包
埋

装
置

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
8
-
2

自
動

T
C

T
組

織
切

片
装

置
1

●
x

x
0

2
8
-
3

細
胞

切
片

薄
片

装
置

1
●

x
0

8
8

2
8
-
4

共
覧

顕
微

鏡
1

●
x

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
2

2
8
-
5

冷
凍

ミ
ク

ロ
ト
ー

ム
1

●
x

1
現

有
機

材
な

し
、

必
要

に
応

じ
て

外
部

に
検

査
を

委
託

。
年

間
1
2
0
件

程
度

　
新

規
に

1
台

補
充

2
8
-
6

カ
ラ

ー
病

理
画

像
分

析
シ

ス
テ

ム
1

●
x

x
0

2
9
-
1

高
温

滅
菌

培
養

器
（
快

速
）

1
●

x
0

6
7
-
1

2
9
-
2

蒸
気

高
圧

滅
菌

器
（
1
5
0
0
Ｌ

）
1

●
x

1
現

有
機

材
２

台
中

老
朽

化
が

著
し

い
１

台
を

更
新

2
9
-
3

超
音

波
消

毒
機

1
●

x
0

総 合 検 査 室 放 射 科 病 理 科

中 央
材 料 室

院 外 外 来救 急 外 来 外 来 手 術 室 院 外 外 来
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

6
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

3
0
-
1

尿
か

す
分

析
装

置
2

●
x

0
1
4
4

3
0
-
2

尿
分

析
器

3
●

x
2

入
院

・
外

来
検

査
室

各
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
6

3
0
-
3

血
液

保
存

用
冷

蔵
庫

1
●

x
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
1
0

3
0
-
4

ｼ
ｪ
ｰ

ｶ
ｰ

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
0
-
5

血
液

溶
解

器
1

●
x

0
3
0
-
6

血
液

細
胞

分
析

装
置

（
5
分

類
）

2
●

x
x

0

1
8

3
0
-
7

血
液

ガ
ス

分
析

機
（
電

解
質

つ
き

）
1

●
x

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
3
1

3
0
-
8

全
自

動
免

疫
化

学
発

光
分

析
器

1
●

1
現

有
機

材
な

し
、

用
手

法
で

検
査

し
て

い
る

。
　

新
規

に
1
台

補
充

4
3

3
0
-
9

エ
ラ

イ
ザ

マ
イ

ク
ロ

プ
レ

ー
ト
リ
ー

ダ
ー

1
●

7
1

現
在

は
用

手
法

で
検

査
し

て
い

る
。

検
査

件
数

：
6
0
件

/
日

に
対

応
す

る
為

、
新

規
に

1
台

調
達

。

3
0
-
1
0

自
動

血
液

分
析

装
置

2
●

x
0

6
3

3
0
-
1
1

自
動

細
胞

分
析

機
ー

5
分

類
1

●
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
0
-
1
2

血
中

薬
物

濃
度

測
定

装
置

1
●

x
x

x
0

1
7

3
0
-
1
3

血
液

凝
固

計
2

●
x

x
1

外
来

検
査

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
1
-
1

D
N

A
/
P
H

A
解

析
装

置
1

●
ｘ

ｘ
0

3
1
-
2

高
速

冷
却

遠
心

器
1

●
x

0

3
1
-
3

低
速

冷
却

遠
心

器
1

●
x

0

3
1
-
4

血
漿

保
存

用
フ

リ
ー

ザ
ー

（
-
8
0
℃

）
1

●
x

x
0

3
1
-
5

自
動

血
液

培
養

シ
ス

テ
ム

1
●

ｘ
ｘ

0

3
1
-
6

細
胞

培
養

平
皿

自
動

密
閉

装
置

1
●

x
0

3
1
-
7

流
式

細
胞

装
置

1
●

x
x

x
0

1
4
7

3
1
-
8

紫
外

分
光

光
度

計
1

●
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

8
4
-
1

3
1
-
9

生
物

顕
微

鏡
2

●
2

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
1
-
1
0

高
効

液
体

組
織

色
層

分
析

1
●

x
x

0

3
1
-
1
1

自
動

血
液

検
定

シ
ス

テ
ム

1
●

ｘ
ｘ

0
3
1
-
1
2

自
動

血
液

培
養

検
査

シ
ス

テ
ム

1
●

x
0

3
1
-
1
3

生
物

チ
ッ

プ
影

像
読

取
器

1
●

x
0

3
1
-
1
4

原
子

吸
収

分
光

光
度

計
1

●
ｘ

ｘ
0

1
2
1

3
1
-
1
5

安
全

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

2
●

x
x

1
細

菌
室

（
１

）
の

更
新

現
有

機
材

な
し

、
簡

易
型

の
フ

ー
ド

で
検

査
し

て
い

る
。

　
新

規
に

1
台

補
充

2
8

3
1
-
1
6

C
O

2
培

容
器

3
●

x
x

1
現

有
機

材
な

し
、

必
要

に
応

じ
て

外
部

に
検

査
を

委
託

。
年

間
9
0
件

程
度

新
規

に
1
台

補
充

1
4
7

3
2
-
1

紫
外

分
光

光
度

計
1

●
x

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
0
8

3
2
-
2

p
H

メ
ー

タ
ー

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
2
-
3

臨
床

合
理

用
薬

シ
ス

テ
ム

（
単

機
版

）
1

●
x

x
0

3
2
-
4

漢
方

薬
濃

縮
摘

出
設

備
1

●
x

0

3
2
-
5

自
動

免
疫

分
析

装
置

1
●

ｘ
ｘ

0

3
2
-
6

細
胞

培
養

器
1

●
x

0

3
2
-
7

蒸
留

水
器

1
●

x
0

3
2
-
8

十
万

級
ク

リ
ー

ン
ル

ー
ム

1
●

x
x

0

3
2
-
9

高
効

液
体

組
織

色
層

分
析

1
●

x
x

0
3
2
-
1
0

電
子

分
析

秤
1

●
x

0

2
4

3
3
-
1

気
管

支
内

視
鏡

（
小

児
用

）
1

●
x

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
0
5

3
3
-
2

腹
腔

鏡
（
小

児
）

4
●

x
1

麻
酔

手
術

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
4
0

3
3
-
1
6

超
音

波
メ

ス
1

●
x

x
1

膀
胱

鏡
に

し
よ

う
。

現
有

な
し

、
切

開
で

対
応

。

3
3
-
3

十
二

指
腸

鏡
4

●
x

x
0

4
9

3
3
-
4

大
腸

鏡
1

●
x

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
2
0

3
3
-
5

鼻
-
喉

頭
鏡

1
●

x
1

現
有

機
材

な
し

、
必

要
に

応
じ

て
外

部
に

患
者

を
紹

介
。

年
間

2
5
0
件

程
度

　
新

規
に

1
台

補
充

6
6
-
1

3
3
-
6

子
宮

鏡
-
手

術
用

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

6
6
-
2

3
3
-
7

子
宮

鏡
　

-
診

断
用

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
3
-
8

輸
卵

管
鏡

1
●

x
0

3
3
-
9

胸
く

う
鏡

1
●

x
x

0

3
3
-
1
0

胆
管

鏡
1

●
x

x
0

1
3
-
2

3
3
-
1
1

患
者

監
視

装
置

2
●

ｘ
1

内
視

鏡
検

査
室

消
化

器
内

視
鏡

、
結

腸
鏡

、
直

腸
鏡

、
腹

腔
鏡

の
4
種

の
検

査
に

最
低

数
料

の
2
台

配
備

3
3
-
1
2

電
子

血
圧

計
2

●
ｘ

0
4
5

3
3
-
1
3

内
視

鏡
滅

菌
装

置
1

●
x

1
内

視
鏡

検
査

室
内

視
鏡

の
滅

菌
洗

浄
用

に
配

備

3
3
-
1
4

卓
上

型
滅

菌
器

1
●

x
0

3
3
-
1
5

内
視

鏡
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

シ
ス

テ
ム

1
●

x
0

高
圧

治
療

5
6
‐
1

ヘ
ッ

ト
ボ

ッ
ク

ス
3

●
x

0

3
4
-
1

弁
当

配
送

カ
ー

ト
1
5

●
x

0

3
4
-
2

保
温

弁
当

販
売

カ
ー

ト
6

●
x

0

3
4
-
3

消
毒

装
置

4
●

x
0

3
4
-
4

ス
テ

ン
レ

ス
操

作
台

6
●

x
0

3
4
-
5

大
型

冷
蔵

庫
5

●
x

0

3
4
-
9

冷
蔵

庫
4

●
x

0

3
4
-
6

水
槽

2
●

x
0

3
4
-
7

ス
テ

ン
レ

ス
蒸

し
装

置
4

●
x

0
3
4
-
8

配
送

カ
ー

ト
4

●
x

0

配 膳 部 配 膳 部臨 床 検 査 科 分 子 微 生 物 室 内 視 鏡 セ ン タ ー薬 剤 科 薬 剤 科
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

7
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

3
5
-
1

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
1

●
x

0

3
5
-
2

ス
キ

ャ
ナ

ー
1

●
x

0

3
5
-
3

C
D

-
R
O

M
ラ

イ
タ

ー
1

●
x

x
0

3
5
-
4

ノ
ー

ト
型

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
2

●
x

0

3
5
-
5

ス
ラ

イ
ド

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
付

1
●

x
0

3
5
-
6

実
物

O
H

P
,ス

ク
リ
ー

ン
付

1
●

x
0

3
5
-
7

O
H

P
、

ス
ク

リ
ー

ン
付

2
●

x
0

3
5
-
8

カ
ラ

ー
レ

ー
ザ

ー
プ

リ
ン

タ
ー

1
●

x
x

0
3
5

3
6
-
1

デ
ジ

タ
ル

オ
シ

ロ
ス

コ
ー

プ
1

●
ｘ

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
6
-
2

IC
回

路
検

査
装

置
1

●
ｘ

ｘ
0

3
6
-
3

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
2

●
x

0

3
6
-
4

不
動

産
管

理
シ

ス
テ

ム
ソ

フ
ト

1
●

x
0

3
6
-
5

消
耗

品
管

理
ソ

フ
ト

1
●

x
0

3
7
-
1

大
型

酸
素

製
造

装
置

1
●

x
0

3
7
-
2

看
護

呼
び

出
し

シ
ス

テ
ム

1
4

●
x

0

3
7
-
3

空
気

殺
菌

器
2
0

●
ｘ

0

3
7
-
4

負
力

力
吸

引
シ

ス
テ

ム
1

●
x

0

3
7
-
5

印
刷

器
2

●
x

0
1
-
2

3
7
-
6

救
急

車
2

●
x

2
外

部
へ

委
託

な
ど

で
切

り
抜

け
て

い
る

。
更

新
、

補
充

各
１

台
ず

つ
で

全
2
台

の
整

備
を

計
画

す
る

。

3
7
-
1
1

大
型

バ
ス

（
循

環
教

育
用

)
1

●
x

x
0

3
7
-
7

汚
水

処
理

シ
ス

テ
ム

1
●

x
0

3
7
-
8

業
務

用
自

動
洗

濯
機

2
●

ｘ
0

3
7
-
9

プ
レ

サ
ー

1
●

x
0

3
7
-
1
0

自
動

乾
燥

機
1

●
ｘ

0

1
4
8

3
8
-
1

人
工

呼
吸

器
（
成

人
）

3
●

x
1

病
棟

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
4
1
‐
1

3
8
-
2

超
音

波
診

断
装

置
（
白

黒
）

1
●

ｘ
1

婦
人

科
外

来
手

術
室

現
有

機
材

な
し

、
産

科
で

検
査

し
て

い
る

。
　

新
規

に
1
台

補
充

3
8
-
3

産
婦

人
科

用
極

超
短

波
治

療
装

置
3

●
x

0
4
1

3
8
-
4

リ
ー

プ
メ

ス
1

●
ｘ

ｘ
1

婦
人

科
手

術
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
3
-
2

3
8
-
5

患
者

監
視

装
置

3
●

ｘ
2

病
棟

　
３

6
床

現
有

２
台

有
り

、
２

台
補

充
し

て
現

有
を

計
４

台
と

し
、

9
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

3
8

3
8
-
6

胎
児

心
音

計
1

●
x

1
外

来
診

察
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
8
-
7

周
波

治
療

装
装

置
2

●
x

0

1
3
0

3
8
-
8

卓
上

滅
菌

器
2

●
ｘ

1

3
8
-
9

産
婦

人
科

腫
瘍

血
管

介
入

治
療

装
置

1
●

x
0

3
8
-
1
0

一
回

性
輸

卵
管

導
糸

鞘
5
0

●
x

0

3
8
-
1
1

H
J系

列
婦

人
治

療
装

置
1

●
x

0
5
9

3
8
-
1
2

産
婦

人
科

用
検

診
台

3
●

ｘ
2

産
婦

人
科

外
来

現
有

機
材

3
台

中
老

朽
化

が
著

し
い

2
台

を
更

新

3
8
-
1
3

ア
ル

ゴ
ン

レ
ー

ザ
ー

メ
ス

1
●

ｘ
ｘ

0

3
8
-
1
4

妊
娠

補
助

設
備

1
●

x
0

3
8
-
1
5

産
婦

人
科

用
レ

ー
ザ

ー
治

療
装

置
1

●
x

x
0

3
8
-
1
6

ス
ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

3
●

x
0

3
8
-
1
7

子
宮

内
膜

熱
球

儀
1

●
x

0

3
8
-
1
8

産
婦

人
科

放
射

周
波

治
療

装
置

1
●

x
0

3
8
-
1
9

腹
腔

鏡
(婦

人
用

)
1

●
x

x
0

3
8
-
2
0

中
絶

血
管

縫
合

シ
ス

テ
ム

1
●

x
0

1
5
0

3
8
-
2
1

コ
ル

ポ
ス

コ
ー

プ
1

●
x

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
8
-
2
2

尿
検

査
測

定
器

1
●

x
0

3
8
-
2
3

婦
人

用
診

断
装

置
1

●
x

0
3
‐
2

3
8
-
2
4

麻
酔

器
・
成

人
用

2
●

ｘ
x

x
1

婦
人

科
外

来
手

術
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新
6
0

3
8
-
2
5

産
婦

人
科

用
手

術
台

2
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

施 設 科 婦 　 　 人 　 　 科 婦 人 科医 療 教 育 科 設 備 科

－35－



表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

8
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

6
5

3
9
-
1

H
F
O

V
(高

周
波

振
動

)呼
吸

器
3

●
x

x
1

病
棟

IC
U

IC
U

６
床

に
１

台
を

調
達

1
0
9

3
9
-
2

光
線

治
療

器
2

●
ｘ

ｘ
1

入
院

棟
　

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
9
-
3

胎
児

鏡
1

●
ｘ

0
7
2

3
9
-
4

輸
液

ポ
ン

プ
2

●
x

2
病

棟
　

３
6
床

現
有

2
台

有
も

1
台

不
調

、
２

台
補

充
し

て
現

有
を

計
３

台
と

し
、

1
2
床

あ
た

り
1
台

の
配

備
と

す
る

1
3
5

3
9
-
5

経
皮

黄
疸

計
2

●
x

x
1

N
IC

U
,P

IC
U

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
7

3
9
-
6

血
糖

測
定

器
2

●
x

1
病

棟
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

3
9
-
7

亜
酸

化
窒

素
麻

酔
設

備
1

●
x

0

3
9
-
8

穴
神

経
刺

激
装

置
1

●
x

0
3
2

3
9
-
9

分
娩

台
3

●
ｘ

ｘ
3

救
急

分
娩

室
現

有
機

材
４

台
中

の
、

老
朽

化
の

著
し

い
３

台
の

更
新

3
9
-
1
0

テ
レ

ビ
モ

ニ
タ

ー
シ

ス
テ

ム
2

●
x

0
救

急
分

娩
室

3
9
-
1
1

臍
帯

血
流

計
1

●
x

0
3
8

3
9
-
1
2

胎
児

心
音

計
4

●
x

x
4

救
急

分
娩

室
、

病
棟

3
６

床
分

娩
室

に
２

台
、

病
棟

に
２

台
配

備

3
9
-
1
3

病
院

放
送

シ
ス

テ
ム

2
●

x
0

3
9
-
1
4

産
室

手
術

前
手

洗
い

滅
菌

装
置

2
●

x
0

7
1

3
9
-
1
5

新
生

児
処

置
台

1
●

ｘ
1

救
急

分
娩

室
1
台

更
新

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
3
-
2

3
9
-
1
6

患
者

監
視

装
置

2
●

ｘ
1

病
棟

　
３

6
床

現
有

２
台

有
り

、
１

台
補

充
し

て
現

有
を

計
３

台
と

し
、

１
２

床
あ

た
り

1
台

の
配

備
と

す
る

3
9
-
1
7

ス
ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

2
●

ｘ
0

中
国

側
で

手
当

て
が

可
能

。

3
9
-
1
8

多
機

能
ベ

ッ
ト

1
0

●
x

0

3
9
-
1
9

新
生

児
体

重
計

2
●

x
0

3
9
-
2
0

空
気

殺
菌

器
3

●
x

0

3
9
-
2
1

新
生

児
蘇

生
器

2
●

x
0

3
9
-
2
2

骨
盤

測
定

器
2

●
ｘ

ｘ
0

7
3

3
9
-
2
3

産
婦

人
科

器
械

セ
ッ

ト
3

●
x

x
3

救
急

分
娩

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

3
台

中
の

3
台

の
更

新

3
9
-
2
4

羊
水

鏡
2

●
ｘ

0
4
7

3
9
-
2
5

胎
児

監
視

装
置

8
●

x
x

2
分

娩
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
２

台
中

の
２

台
の

更
新

。
分

娩
台

2
台

に
つ

き
1
台

を
調

達

3
‐
2

3
9
-
2
6

麻
酔

器
・
成

人
用

1
●

ｘ
x

x
1

産
科

外
来

手
術

室
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

9
2
‐
1

3
9
-
2
7

手
術

灯
-
移

動
型

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

9
5
‐
2

3
9
-
2
8

手
術

台
1

●
ｘ

1
救

急
分

娩
室

1
4
8

3
9
-
2
9

人
工

呼
吸

器
（
成

人
）

1
●

x
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新
1
1
2

3
9
-
3
0

超
音

波
診

断
装

置
-
ポ

ー
タ

ブ
ル

1
●

x
1

病
棟

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
1
2

4
0
-
1

超
音

波
診

断
装

置
-
ポ

ー
タ

ブ
ル

1
●

1
外

来
・
健

康
検

査
用

現
有

1
台

有
り

、
1
台

補
充

し
て

現
有

を
計

2
台

と
し

、
１

台
を

健
康

診
断

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

使
用

。

4
0
-
2

乳
腺

病
診

断
装

置
1

●
x

0

4
0
-
3

乳
腺

病
治

療
装

置
1

●
x

0
4
7

4
0
-
4

胎
児

監
視

装
置

1
●

x
x

1
外

来
診

察
室

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
0
-
5

人
体

代
謝

装
置

1
●

ｘ
ｘ

0

4
0
-
6

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
顕

微
画

像
分

析
シ

ス
テ

ム
1

●
ｘ

ｘ
0

4
0
-
7

ホ
ル

モ
ン

と
栄

養
安

全
定

量
体

系
1

●
0

4
0
-
8

胎
児

正
常

発
育

栄
養

保
証

体
系

1
●

0

4
0
-
9

人
体

成
分

と
運

動
功

能
分

析
装

置
1

●
ｘ

ｘ
ｘ

0

4
0
-
1
0

膣
内

視
鏡

1
●

x
x

0

4
0
-
1
1

専
門

家
指

導
シ

ス
テ

ム
ソ

フ
ト

1
●

x
0

4
0
-
1
2

極
超

短
波

治
療

装
置

1
●

x
0

4
0
-
1
3

M
E
S
筋

肉
功

能
分

析
装

置
1

●
x

0
3
8

4
0
-
1
4

胎
児

心
音

計
1

●
x

1
病

棟
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
0
-
1
5

周
産

期
保

健
装

置
1

●
x

0

4
0
-
1
6

骨
質

疎
疏

治
療

装
置

1
●

ｘ
0

4
0
-
1
7

乳
腺

X
線

装
置

1
●

x
0

4
0
-
1
8

コ
ル

ポ
ス

コ
ー

プ
1

●
x

0

4
1
-
1

高
周

波
メ

ス
（
メ

ス
付

）
1

●
x

x
0

8
0

4
1
-
2

低
温

冷
蔵

庫
1

●
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

2
8

4
1
-
3

C
O

2
培

容
器

1
●

x
x

1
現

有
機

材
な

し
、

他
の

検
査

結
果

か
ら

推
測

。
　

新
規

に
1
台

補
充

4
1
-
4

男
性

病
診

断
治

療
機

1
●

ｘ
ｘ

0
4
1
-
5

カ
ラ

ー
微

生
物

画
像

検
測

分
析

装
置

1
●

x
x

0

4
2
-
1

自
動

時
間

分
別

免
疫

分
析

装
置

1
●

ｘ
ｘ

0

4
2
-
2

倒
立

顕
微

鏡
1

●
ｘ

ｘ
0

5
4

4
2
-
3

蛍
光

顕
微

鏡
1

●
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

9
6

4
2
-
4

生
物

顕
微

鏡
4

●
ｘ

ｘ
2

現
有

機
材

4
台

中
老

朽
化

が
著

し
い

2
台

を
更

新

4
2
-
5

P
C

R
装

置
1

●
ｘ

ｘ
0

婦 人 保 健 科 性 病 外 来産 　 科 生 殖 内 分 泌 科
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

9
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

1
1
8

4
2
-
6

冷
凍

遠
心

器
1

●
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
2
-
7

血
漿

保
存

用
フ

リ
ー

ザ
ー

2
●

ｘ
ｘ

0

4
2
-
8

冷
凍

装
置

1
●

x
0

4
2
-
9

百
級

超
洗

台
1

●
x

x
0

4
2
-
1
0

恒
温

台
1

●
x

0

4
2
-
1
1

保
存

試
験

管
棚

3
●

x
0

4
2
-
1
2

液
体

窒
素

運
輸

缶
2

●
x

0

4
2
-
1
3

液
体

窒
素

保
存

缶
4

●
x

0

4
2
-
1
4

純
粋

製
造

装
置

1
●

x
0

4
2
-
1
5

遺
伝

疾
患

解
析

装
置

1
●

x
0

4
2
-
1
6

遺
伝

疾
患

分
析

装
置

1
●

x
0

4
2
-
1
7

顕
微

鏡
写

真
撮

影
装

置
1

●
x

0

4
2
-
1
8

凝
固

樛
画

像
分

析
装

置
1

●
x

0
4
2
-
1
9

浸
透

圧
力

装
置

1
●

x
0

4
3
-
1

ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ

イ
ー

装
置

2
●

x
x

0

4
3
-
2

男
女

外
生

殖
器

模
型

2
●

x
0

4
3
-
3

男
女

外
生

殖
系

統
模

型
2

●
x

0
5
8

4
3
-
4

鼠
径

部
模

型
2

●
x

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
3
-
5

睾
丸

測
定

装
置

2
●

x
0

4
6

4
3
-
6

女
性

骨
盤

模
型

1
●

ｘ
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
3
-
7

女
性

骨
盤

会
陰

筋
模

型
1

●
x

0
1
0
0

4
3
-
8

卵
巣

模
型

1
●

ｘ
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
4
6

4
3
-
9

子
宮

模
型

1
●

x
x

1
1
1
4

4
3
-
1
0

妊
娠

模
型

1
●

ｘ
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

9
0

4
3
-
1
1

正
常

妊
娠

模
型

1
●

ｘ
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
3
-
1
2

胎
児

循
環

模
型

1
●

x
0

4
8

4
3
-
1
3

分
娩

模
型

1
●

ｘ
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

4
3
-
1
4

胎
児

女
性

骨
盤

模
型

1
●

x
0

4
3
-
1
5

遺
伝

疾
患

の
宣

伝
掛

図
3

●
x

0

4
3
-
1
6

宣
伝

用
棚

1
●

x
0

4
3
-
1
7

葉
酸

測
定

装
置

1
●

x
0

4
3
-
1
8

産
婦

人
科

治
療

器
1

●
x

0
4
3
-
1
9

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
1

●
x

0

4
4
-
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
（
聯

想
9
0
1
0
)1

1
●

x
0

4
4
-
2

ノ
ー

ト
型

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
（
聯

想
Ｖ

7
0
）
１

1
●

x
0

4
4
-
3

コ
ピ

ー
器

1
●

x
0

4
4
-
4

Ａ
3
幅

プ
リ
ン

タ
ー

1
●

x
0

4
5
-
1

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

装
置

1
●

x
0

4
5
-
2

1
/
2
イ

ン
チ

1
4
倍

レ
ン

ズ
1

●
x

0

4
5
-
3

編
集

機
1

●
x

0

4
5
-
4

講
堂

用
マ

イ
ク

装
置

1
●

x
0

4
5
-
5

D
V

D
再

生
装

置
2

●
x

0

4
5
-
6

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
2

●
x

0

4
5
-
7

C
D

-
R
O

M
ラ

イ
タ

ー
1

●
x

x
0

4
5
-
8

ス
キ

ャ
ナ

ー
2

●
x

0

4
5
-
9

移
動

ハ
ー

ド
　

1
2
8
M

1
●

x
0

4
5
-
1
0

カ
ラ

ー
（
イ

ン
キ

）
プ

リ
ン

タ
ー

2
●

x
x

0

4
5
-
1
1

印
刷

器
1

●
x

0

4
5
-
1
2

コ
ピ

ー
機

2
●

x
0

4
5
-
1
3

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
2

●
x

0

4
5
-
1
4

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
刻

字
機

1
●

x
x

0

4
5
-
1
5

カ
ラ

ー
製

図
機

（
1
.5

M
　

幅
）

1
●

x
0

4
5
-
1
6

携
帯

式
編

集
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
1

●
x

0

4
5
-
1
7

高
級

器
機

カ
メ

ラ
1

●
x

x
0

4
5
-
1
8

デ
ジ

タ
ル

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

1
●

x
0

4
5
-
1
9

ズ
ー

ム
レ

ン
ズ

1
●

x
0

4
5
-
2
0

長
ズ

ー
ム

レ
ン

ズ
1

●
x

0

4
5
-
2
1

ス
ト
ロ

ボ
2

●
x

0

4
5
-
2
2

ノ
ー

ト
型

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
1

●
x

0
4
5
-
2
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
1

●
x

0
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表
3
‐
1
　
要

請
機

材
検

討
表

1
0
/
1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

科
名

番
号

序
号

調
達

の
優

先
原

則
調

達
の

削
除

原
則

調
達

数
量

機
材
名
・
和
文

要
請

数
量

優
先

度
A

優
先
度

B
配

備
数

量
、
調

達
の

根
拠

配
備

先
優
先
度

C

4
6
-
1

超
音

波
装

置
1

●
x

x
0

4
0

4
6
-
2

心
電

計
1

●
ｘ

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

8
4
-
1

4
6
-
3

生
物

顕
微

鏡
1

●
ｘ

1
老

朽
化

し
た

現
有

機
材

1
台

中
の

1
台

の
更

新

1
2
2

4
6
-
4

短
波

治
療

機
1

●
1

老
朽

化
し

た
現

有
機

材
1
台

中
の

1
台

の
更

新

5
7

4
6
-
5

血
糖

測
定

器
1

●
x

1
現

有
機

材
な

し
、

必
要

に
応

じ
て

外
部

に
検

査
を

委
託

。
年

間
3
6
0
件

程
度

　
新

規
に

1
台

補
充

4
6
-
6

録
音

機
1

●
x

0

4
6
-
7

小
型

酸
素

製
造

機
4

●
x

0

4
6
-
8

尿
分

析
装

置
1

●
x

0

4
6
-
9

携
帯

式
呼

吸
機

1
●

x
0

4
6
-
1
0

自
動

血
球

分
析

機
-
3
分

類
1

●
ｘ

0

4
6
-
1
1

胃
洗

浄
器

1
●

x
0

1
3
-
2

4
6
-
1
2

患
者

監
視

装
置

2
●

ｘ
0

4
6
-
1
3

救
急

車
1

●
x

0

4
7
-
1

体
脂

肪
計

（
H

B
F
-
3
0
0
）

1
●

x
x

0
中

国
側

で
手

当
て

が
可

能
。

2
1

4
7
-
2

超
音

波
骨

密
度

測
定

装
置

1
●

x
x

x
1

現
有

機
材

な
し

、
Ｘ

線
検

査
で

対
応

し
て

る
。

　
患

者
へ

の
浸

襲
性

が
低

い
超

音
波

型
を

新
規

に
1
台

補
充

4
7
-
3

酸
素

運
動

測
定

装
置

1
●

ｘ
ｘ

0

4
7
-
4

小
児

検
診

台
1

●
x

0

4
7
-
5

電
子

血
圧

計
7

●
x

0
4
7
-
6

紙
自

動
穴

開
器

1
●

ｘ
0

4
8
-
1

自
動

脳
機

能
診

断
装

置
1

●
ｘ

ｘ
ｘ

0

4
8
-
2

オ
ー

デ
ィ

オ
メ

ー
タ

ー
1

●
x

0

4
8
-
3

話
す

能
力

練
習

装
置

1
●

x
0

4
8
-
4

児
童

孤
独

症
治

療
培

訓
ソ

フ
ト

1
●

x
0

4
8
-
5

児
童

少
年

心
理

衛
生

情
報

管
理

1
●

x
0

4
8
-
6

児
童

心
理

障
害

診
断

治
療

シ
ス

テ
ム

1
●

ｘ
ｘ

0

4
8
-
7

聴
力

評
価

装
置

1
●

x
0

4
8
-
8

デ
ジ

タ
ル

聴
力

統
合

訓
練

シ
ス

テ
ム

1
●

x
0

4
8
-
9

児
童

心
理

テ
ス

ト
シ

ス
テ

ム
1

●
x

x
0

4
9
-
1

影
像

投
影

機
1

●
x

0

4
9
-
2

ノ
ー

ト
P
C

1
●

x
0

4
9
-
3

母
子

保
健

巡
回

車
1

●
x

x
0

4
9
-
4

母
子

保
健

車
1

●
x

x
0

4
9
-
5

投
影

用
モ

ニ
タ

ー
1

●
x

0
4
9
-
6

ス
テ

レ
オ

1
●

x
0

5
0
-
1

感
覚

統
合

訓
練

器
材

1
●

ｘ
ｘ

0

5
0
-
2

録
音

機
1

●
x

0

5
0
-
3

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

1
●

x
0

5
0
-
4

テ
レ

ビ
1

●
x

0

下 元 地 区 外 院

下 元 地

区 外 院

発 育 児 童 科

発 育 児

童 科

母 子 保 健 訓 練

セ ン タ ー

児 童 教 育

セ ン タ ー

児 童 保 健 科
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3-2-3 機材配備計画 

(1)配備計画機材の内訳 

以上検討の結果、本計画にて調達が予定される機材は表 3-2 機材配備計画のとおりである。 
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省
母

子
保

健
院

・
児

童
病

院
表

3
-
2
 機

材
配

備
計

画

1
-
1

救
急

車
-
ツ

ー
ボ

ッ
ク

ス
2

2

1
-
2

救
急

車
-
ワ

ン
ボ

ッ
ク

ス
2

2

3
-
1

麻
酔

器
・
新

生
児

・
小

児
4

4

3
-
2

麻
酔

器
・
成

人
用

1
1

2

4
心

血
管

造
影

装
置

1
1

6
関

節
鏡

1
1

1
3
-
1

患
者

監
視

装
置

　
（
O

T
)

5
2

3
4

1
4

1
3
-
2

患
者

監
視

装
置

　
1

1
1

2
1

2
2

1
3

1
1

1
2

1
2
0

1
3
-
3

患
者

監
視

装
置

　
（
ポ

ー
タ

ブ
ル

）
2

2

1
4

黄
疸

計
（
遠

心
機

付
）

1
1

1
5

手
術

用
ル

ー
ペ

2
2

4

1
6

血
液

保
存

用
冷

蔵
庫

1
1

1
7

血
液

凝
固

計
1

1
2

1
8

血
液

ガ
ス

分
析

機
（
電

解
質

付
）

1
1

1
1

1
5

2
1

超
音

波
骨

密
度

測
定

装
置

1
1

2
4

気
管

支
内

視
鏡

　
（
小

児
用

）
1

1

2
8

C
o
2
培

容
器

1
1

2

3
0

C
T
ス

キ
ャ

ナ
ー

1
1

3
1
-
1

除
細

動
器

1
1

2

3
1
-
2

除
細

動
器

（
イ

ン
ナ

ー
パ

ド
ル

付
）

1
1

3
2

分
娩

台
3

3

3
5

デ
ジ

タ
ル

オ
シ

ロ
ス

コ
ー

プ
1

1

3
7

超
音

波
血

流
測

定
器

1
1

3
8

胎
児

心
音

計
1

1
4

1
7

3
9

ホ
ル

タ
ー

心
電

計
1

1
2

4
0

心
電

計
1

1
1

1
2

1
7

4
1

リ
ー

プ
メ

ス
1

1

4
2

電
気

メ
ス

4
4

4
3

エ
ラ

イ
ザ

マ
イ

ク
ロ

ブ
レ

-
タ

ー
リ

ー
ダ

ー
1

1

4
4

誘
発

電
位

付
筋

電
計

1
1

4
5

内
視

鏡
滅

菌
器

1
1

4
6

女
性

骨
盤

模
型

1
1

4
7

胎
児

監
視

装
置

2
1

3

4
8

分
娩

模
型

1
1

4
9

大
腸

鏡
1

1

5
2

冷
凍

ミ
ク

ロ
ト

ー
ム

1
1

5
4

蛍
光

顕
微

鏡
1

1

5
7

血
糖

測
定

器
1

1
2

5
8

鼠
径

部
模

型
1

1

5
9

産
婦

人
科

用
検

診
台

2
2

4

6
0

産
婦

人
科

用
手

術
台

1
1

6
1

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

2
1

3

6
2

人
工

心
肺

装
置

1
1

6
3

自
動

血
球

分
析

機
-
5
分

類
1

1

6
5

H
F
O

V
（
高

周
波

）
呼

吸
器

2
1

3

6
6
-
1

子
宮

鏡
-
手

術
用

1
1

6
6
-
2

子
宮

鏡
-
診

断
用

1
1

6
7
-
1

蒸
気

高
圧

滅
菌

機
　

(1
5
0
0
L
)

1
1

6
7
-
2

蒸
気

高
圧

滅
菌

機
　

1
1

番
号

機
材

名
　

　
　

　
　

　
　

　
部

　
門

神 経 内 科

泌 尿 器 内 科

血 液 科

新 生 児 内 科

救 急 セ ン タ ー

心 臓 内 科

消 化 器 内 科

呼 吸 器 内 科

普 通 外 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 外 科

胸 部 外 科

骨 外 科

新 生 児 外 科

小 児 心 臓 外 科

物 理 療 法 科

麻 醉 手 術 科

麻 醉 蘇 生 室

皮 膚 科

口 腔 科

眼 科

救 急 外 来

耳 鼻 咽 喉 科

院 外 外 来

外 来 手 術 室

総 合 検 査 室

放 射 科

病 理 科

中 央 資 材 室

臨 床 検 査 科

分 子 微 生 物 室

薬 剤 科

内 視 鏡 セ ン タ ー

設 備 科

施 設 科

婦 人 科

産 科

下 元 地 区 外 院

児 童 保 健 科

機 材 総 台 数

婦 人 保 健 科

生 殖 内 分 泌

性 病 外 来

生 殖 健 康 科
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省
母

子
保

健
院

・
児

童
病

院
表

3
-
2
 機

材
配

備
計

画

番
号

機
材

名
　

　
　

　
　

　
　

　
部

　
門

神 経 内 科

泌 尿 器 内 科

血 液 科

新 生 児 内 科

救 急 セ ン タ ー

心 臓 内 科

消 化 器 内 科

呼 吸 器 内 科

普 通 外 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 外 科

胸 部 外 科

骨 外 科

新 生 児 外 科

小 児 心 臓 外 科

物 理 療 法 科

麻 醉 手 術 科

麻 醉 蘇 生 室

皮 膚 科

口 腔 科

眼 科

救 急 外 来

耳 鼻 咽 喉 科

院 外 外 来

外 来 手 術 室

総 合 検 査 室

放 射 科

病 理 科

中 央 資 材 室

臨 床 検 査 科

分 子 微 生 物 室

薬 剤 科

内 視 鏡 セ ン タ ー

設 備 科

施 設 科

婦 人 科

産 科

下 元 地 区 外 院

児 童 保 健 科

機 材 総 台 数

婦 人 保 健 科

生 殖 内 分 泌

性 病 外 来

生 殖 健 康 科

6
8

培
養

装
置

1
1

6
9

倒
像

検
眼

鏡
2

2

7
0

保
育

器
3

7
1

1
1

7
1

新
生

児
処

置
台

2
2

3
1

1
1

1
0

7
2

輸
液

ポ
ン

プ
1

2
3

2
8

7
3

産
婦

人
科

器
械

セ
ッ

ト
3

3

8
0

低
温

冷
蔵

庫
1

1

8
1

乳
房

X
線

撮
影

装
置

1
1

8
2

変
温

毛
布

2
2

8
4
-
1

生
物

顕
微

鏡
2

1
3

8
4
-
2

撮
影

機
能

付
顕

微
鏡

1
1

8
5

超
短

波
治

療
機

1
1

8
7

移
動

式
X
線

装
置

1
1

8
8

共
覧

顕
微

鏡
1

1

8
9

耳
音

響
放

射
検

査
装

置
1

1

9
0

正
常

妊
娠

模
型

1
1

9
2
-
1

手
術

灯
-
移

動
型

1
1

2

9
2
-
2

手
術

灯
4

4

9
3

手
術

用
顕

微
鏡

1
1

9
5
-
1

手
術

台
電

動
4

4

9
5
-
2

手
術

台
1

1

9
5
-
3

眼
科

用
手

術
台

1
1

9
6

生
物

顕
微

鏡
2

2

9
7

整
形

牽
引

装
置

付
ベ

ッ
ド

2
2

1
0
0

卵
巣

模
型

1
1

1
0
2

膀
胱

鏡
（
新

生
児

）
1

1

1
0
3

胃
腸

内
視

鏡
　

（
小

児
）

1
1

1
0
5

腹
腔

鏡
　

（
小

児
）

1
1

1
0
8

ｐ
H

メ
ー

タ
ー

1
1

1
0
9

光
線

治
療

機
2

2
1

1
6

1
1
0

シ
ェ

ー
カ

ー
1

1

1
1
1

手
持

ち
式

ス
リ

ッ
ト

ラ
ン

プ
1

1

1
1
2

超
音

波
測

定
装

置
-
ポ

ー
タ

ブ
ル

1
1

1
3

1
1
3

人
工

呼
吸

器
　

（
ポ

ー
タ

ブ
ル

）
2

2

1
1
4

妊
娠

模
型

1
1

1
1
5

酸
素

飽
和

度
計

1
1

2

1
1
6

高
速

滅
菌

器
1

1

1
1
8

冷
凍

遠
心

器
1

1

1
2
0

鼻
-
喉

頭
鏡

1
1

1
2
1

安
全

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

1
1

1
2
2

短
波

治
療

機
1

1

1
2
6

吸
引

器
1

1

1
2
9

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
4

2
3

5
8

1
0

6
3

1
2

5
3

1
3
0

卓
上

滅
菌

器
1

1

1
3
1

全
自

動
免

疫
科

学
発

光
分

析
器

1
1

1
3
3

包
埋

装
置

1
1

1
3
5

経
皮

黄
疸

計
1

1
1

3
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省
母

子
保

健
院

・
児

童
病

院
表

3
-
2
 機

材
配

備
計

画

番
号

機
材

名
　

　
　

　
　

　
　

　
部

　
門

神 経 内 科

泌 尿 器 内 科

血 液 科

新 生 児 内 科

救 急 セ ン タ ー

心 臓 内 科

消 化 器 内 科

呼 吸 器 内 科

普 通 外 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

泌 尿 器 外 科

胸 部 外 科

骨 外 科

新 生 児 外 科

小 児 心 臓 外 科

物 理 療 法 科

麻 醉 手 術 科

麻 醉 蘇 生 室

皮 膚 科

口 腔 科

眼 科

救 急 外 来

耳 鼻 咽 喉 科

院 外 外 来

外 来 手 術 室

総 合 検 査 室

放 射 科

病 理 科

中 央 資 材 室

臨 床 検 査 科

分 子 微 生 物 室

薬 剤 科

内 視 鏡 セ ン タ ー

設 備 科

施 設 科

婦 人 科

産 科

下 元 地 区 外 院

児 童 保 健 科

機 材 総 台 数

婦 人 保 健 科

生 殖 内 分 泌

性 病 外 来

生 殖 健 康 科

1
3
6

搬
送

用
救

急
セ

ッ
ト

2
2

1
3
7

保
育

器
　

（
救

急
車

用
）

2
2

1
3
8

ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

1
1

1
4
0

超
音

波
メ

ス
1

1

1
4
1
-
1

超
音

波
診

断
装

置
（
白

黒
）
本

院
2

1
3

1
4
1
-
2

超
音

波
診

断
装

置
（
白

黒
）
市

レ
ベ

ル
他

1
1

1
4
2

超
音

波
ネ

ブ
ラ

イ
ザ

ー
2

2

1
4
3

超
音

波
診

断
装

置
（
カ

ラ
ー

ド
ッ

プ
ラ

ー
）

1
1

1
4
4

尿
分

析
器

2
2

1
4
6

子
宮

模
型

1
1

1
4
7

紫
外

分
光

光
度

計
1

1
2

1
4
8

人
工

呼
吸

器
　

（
成

人
）

1
1

2

1
4
9

人
工

呼
吸

器
　

（
新

生
児

）
1

1
1

1
2

1
1

1
1

1
1

1
2

1
5

1
5
0

ｺ
ﾙ

ﾎ
ﾟｽ

ｺ
ｰ

ﾌ
ﾟ

1
1

1
5
1

X
線

装
置

1
1

1
5
2

乾
熱

滅
菌

器
1

1

1
5
5

血
液

濾
過

器
1

1

1
5
6

自
動

電
圧

調
整

1
.0

2
2

1
5
7

自
動

電
圧

調
整

0
.5

7
1

1
5
8

無
停

電
電

源
装

置
1
.0

2

1
5
9

無
停

電
電

源
装

置
0
.5

7

1
6
0

無
停

電
電

源
装

置
1
.5

5
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表
3
-
2
　
機
材
配
備
計
画

市
母
子
保
健
院
／
母
子
保
健
所

番
号

機
材
名

称
陽

泉
長

治
大

同
晋

中
呂

梁
臨
汾

太
原

运
城

忻
州

晋
城

朔
州

1
-
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(2)主要機材の仕様等 

本計画にて調達が予定されている主な機材の仕様及び水準、仕様目的を次表 3-3 機材内容(主なもの)

に記した。 
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<省母子保健院・児童病院>

機材名 主な仕様または構成
使用目的・

機材水準の妥当性
台数

救急車-ツーボックス
タイプ：ツーボックスタイプ、4WD,換
気量：4,000CC程度

省内全土の母子保健救急ネットワーク間
の未熟児・小児搬送用に用いる。 2

救急車-ワンボックス
タイプ：ワンボックスタイプ、2WD換気
量：2000CC程度

ハイリスク妊婦の緊急時搬送用に用い
る。 2

麻酔器・新生児・小児

タイプ：新生児～成人用,
気化器：イソフルレン,
換気量：20～1，200m以上

麻酔ガスで患者を眠らせ無痛の状態で手
術を行う。 4

麻酔器・成人用
気化器：イソフルレン,
麻酔用人工呼吸器付き

麻酔ガスで患者を眠らせ無痛の状態で手
術を行う。 2

心血管造影装置

バイプレーン型
最大出力：100kW以上、
撮影定格：125mA・80kV、

心臓へのカテーテルによる薬物注入治
療、また血管部位の塞栓術や狭窄部の拡
張術等に供する。

1

関節鏡
光学視管：4mm、0度、30度
光源：ハロゲン,
モニターサイズ：14インチ以上

関節疾患の診断、関節鏡下手術、及び治
療手段として使用。 1

患者監視装置
（手術室用）

測定項目：心電・呼吸・体温・
         心拍・SpO2・NIBP、EtCO2

術中患者の生体情報を監視､呼吸監理を
行う｡ 14

患者監視装置
測定項目：
心電・呼吸・体温・心拍・SpO2・NIBP

重症患者の生体信号を監視する。
20

血液凝固計
測定項目：ﾄﾛﾝﾋﾞﾝタイム、APTT,
フイブリノーゲン,内源性因子、外源性因子

処理能力：120テスト/1時間以上

外科手術前や分娩前の患者の血液凝固に
要する時間を測定する。 2

血液ガス分析器
（電解質付）

測定項目（血液ガス）：Na,K,Cl、
Ca,pH, pCO2,  pO2(HCO3)

血液中の酸素飽和濃度、水、電解質濃
度、分析をおこなう。 5

超音波骨密度測定装置
方式：超音波DXA法による
測定：踵骨BMD、大腿骨BMD

骨密度を測定し、小児の栄養不良を早期
に診断する。 1

気管支内視鏡
（小児用）

視野角：120度以上,
有効長：550mm以上

気管支などの内視観察ならびに治療に使
用する。 1

CTスキャナー
検出方式：スパイラル、 4列以上,
探知機：チャンネル数　800以上

頭蓋内、胸部臓器、腹部臓器、筋肉組織
の変性等、診断に供する。 1

ホルター心電計
解析装置：2CH以上
チャンネル数：6

24時間の心臓の動きを観測するし疾病を
診断する。 2

リープメス
機能：バイポーラ、モノポーラー、
凝固：120W以上,切開：250W以上

子宮頚部癌患者の初期治療に供する。
1

電気メス

出力
凝固：120W以上,
切開：250W以上,
混合：200W以上,

患者の生態組織の切開及び凝固を行い、
出血を最小限に抑えて手術を行う装置で
ある。

4

エライザマイクロ
ブレートリーダー

全自動タイプ
波長：405，450，490、620, 655mm

Ａ，Ｂ，Ｃ肝炎、梅毒、HIV/AIDSを始め
とする各種ウイルス検査に供する。 1

誘発電位付筋電計
チャンネル数：4チャンネル
光刺激装置、電気刺激装置

視覚、聴覚、体性感覚系などの機能を検
査する。 1

内視鏡滅菌器
容量：140L以上
制御方式：全自動

内視鏡をエチレン・オキサイドガスで低
温滅菌する装置。 1

大腸鏡

視野角：約120°
先端部外径：約12.5mm,
有効長：約 1,250mm

肛門閉塞、大腸巨大症、良性腫瘍、潰瘍
の診断、標本採取などに用いる。 1

冷凍ミクロトーム
切片厚設定2～35μm程度
チャンバー温度：－20度以下

病理検査の組織片を凍結させて薄切する
装置。 1

蛍光顕微鏡

三眼鏡筒、
倍率：10X,20X,40X,100X
同軸粗微動焦点

細胞内での抗原抗体反応を起こした蛍光
物質を検出する。 1

表3-3　機材内容（主なもの）
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<省母子保健院・児童病院>

機材名 主な仕様または構成
使用目的・

機材水準の妥当性
台数

表3-3　機材内容（主なもの）

人工心肺装置

構　成：
ポンプセット、人工肺、熱交換用冷温
水装置、モニター

心臓手術の際の出血の回収、心内圧の減
圧、循環血液量調節などを行なう体外循
環装置。

1

自動血球分析機-5分類

測定項目数：22、白血球5分類,
処理能力：60検体/時間以上,
検体量：全血50uL以下

貧血の診断、癌化学療法の患者の骨髄抑
制の判断等に用いる。 1

HFOV　人工呼吸器

高震動呼吸器,エアーコンプレッサー、

呼吸モード：IMV,SIMV,PSV,CPAP,HFO及
びCMV

呼吸器疾患の未熟児患者の呼吸管理に供
する。 3

子宮鏡-手術用

光学視管：4mm,30度,
電気メス：
ループ電極、ニードル電極他手術器具

子宮内部及び卵管の観察に使用する。

1

子宮鏡-診断用

視野角度：120度,
外径：3.7mm以下
管道内径：2.2mm以上

子宮内を内視、子宮腔内疾患の診断と治
療を行なう。 1

蒸気高圧滅菌器

容量：1.5　M3以上（スクエア型）,
滅菌温度：121度以上
付属品：記録計、カート

手術用衣類及び手術用器具類を高圧蒸気
により滅菌する装置。 1

乳房X線撮影装置

容量：約100ｍＡ、
管球電圧：2.5kW以上
焦点サイズ：0.1、0.3mm以内

X線で乳房の病変位置・大きさなどを正
確に診断、治療に供する。

1

移動式X線装置

ハイフレクエンシー/インバータータイプ

管球電圧： 40 - 125KV,
管焦点サイズ：1.2mm以下

放射線室への移動が困難な患者の側で撮
影する装置。 1

共覧顕微鏡
総合倍率：40X～1000X,
3人用アダプター付

複数の医師による診断に供する。
1

耳音響放射検査装置
測定項目：ＤＰＯＡＥ，ＴＯＡＥ，ＳＯＡＥ,

刺激周波数：2KHz～4KHZ以上
新生児の聴力スクリーニング検査に供す
る。 1

手術灯
照度：主灯130,000ﾙｯｸｽ以上、
側灯90,000ﾙｯｸｽ以上

手術時に術野を最適な照度、色、温度で
照射する。 4

手術用顕微鏡
対物ﾚﾝｽﾞ：F＝200mm、300mm、375mm、

倍率：4.5～22X、視野：10～60mm
耳鼻咽喉科、形成外科等の微細な切除、
血管縫合等の手術に供する。 1

手術台電動

タイプ：電動 ,
ポジション：３ポジション
寸法：1,900(L)×450(W)mm以上

術式や部位により台を上下、横転させ等
患者の体位保持、調節に供する。 4

手術台

タイプ：油圧手動
寸法：1,900(L)×450(W)mm以上,
上下動：780-1000mm

術式や手術の部位により台を上下、横転
させポジショニングをとる。 1

眼科用手術台

タイプ：油圧手動
寸法：1,900(L)×450(W)mm以上,
高さ調節：780－1,000mm以上

術者と患者の高さ調節・位置調節などを
適切に行なう。 1

膀胱鏡（新生児）

光学視管：1.9mm　2種
（0°,25または30°）
電気メス、 処置具,光源

尿道・膀胱の観察、診断、治療に供す
る。 1

胃腸内視鏡　（小児）

電子内視鏡
視野角：120度以上,
有効長：1,025mm程度

上部消化管（胃・十二指腸）部の観察並
びに治療に供する。 1

腹腔鏡　（小児）

光学視管：5mm（0°,30°）
3mm（0°）ライトガイド方式,
TV・ﾋﾞﾃﾞｵシステム

腹腔内の診断並びに臓器の処置に使用す
る。小児盲腸炎・胆嚢摘出手術などに供
す。

1
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<省母子保健院・児童病院>

機材名 主な仕様または構成
使用目的・

機材水準の妥当性
台数

表3-3　機材内容（主なもの）

超音波測定装置
ポータブル

走査方式：コンベックス 、ﾘﾆｱ
表示ﾓｰﾄﾞ:：B, M , B/M,
探触子:：コンベックス

妊婦の胎児発育状況の観察、学童の健康
検査など主に腹部検査の診断に用いる。 3

冷凍遠心器
回転数：16,000rpm程度、
冷却式

血液、抗体などの沈降反応での沈降物の
遠心分離に供する。 1

鼻-喉頭鏡
仕様：ﾌｧｲﾊﾞｰ内視鏡,
視野：80°程度

鼻腔ならびに副鼻腔、鼓膜、咽頭の内視
鏡観察診断に供する。 1

全自動免疫
化学発光分析器

処理能力：20検体、8項目以上,
サンプル量：50～500μL,
蛍光波長：525～550nm

抗不整脈薬物・抗ひきつけ薬物・強心剤
(グリコシド)・免疫抑制剤・抗喘息薬物
などの検査に供する。

1

包埋装置
試薬庫：試薬10個、
洗浄液2個以上

固定され切り出された組織片を脱水、脱
脂、パラフィンで固定する装置。 1

超音波メス

用途：止血・切開
方式：超音波による振動,
周波数：23.5～55.5kHz

内視鏡下の手術中の切開、止血に用い
る。 1

超音波診断装置
(白黒）本院

表示ﾓｰﾄﾞ：B, M , B/M,THI
モニター： 12ｲﾝﾁ
探触子：ｺﾝﾍﾞｯｸｽ, リニア、経膣
画像記憶機能装備（CD-RまたはMO）

妊婦の胎児発育状況の観察、学童の健康
検査など主に腹部検査の診断に用いる。

3

超音診断定装置
（カラードップラー）

コンベックス走査、リニア走査、
セクター走査方式,
探触子：コンベックス、セクター
画像記憶機能装備（CD-RまたはMO）

川崎病・先天性心臓血管新生児や小児の
心臓血流の観測に用いる。

1

紫外分光光度計
測定波長：190～1，000nm,
光バンド幅：2nm

血液、血清、尿等の試料から微量成分の
定量分析を行なう。 2

人工呼吸器
（成人）

方式：従圧式,または従量式,
１回換気量：50－2，000ｍ以上

呼吸が減弱した患者に対する換気の補助
に用いる生命維持装置. 2

人工呼吸器
（小児から成人）

方式：従圧式,または従量式,
１回換気量：10－2，000ｍ以上

呼吸が減弱した患者に対する換気の補助
に用いる生命維持装置. 15

X線装置

管球：１管球式,
定格：150ＫＶ．500mA以上,
ブッキーテーブル、立位ブッキー

胸部、脊髄腔、関節腔等の各部位の状況
を調べ、診断に供する。

1

血液濾過器

方式：限外濾過、一人用、
構成：
血液ポンプ、除水ポンプ、輸液ポンプ,
バランス制御装置、モニター

未熟児、小児患者で生体腎機能低下患者
の血中老廃物・中分子量物質の除去に供
する。 1

<市母子保健院／母子保健所>

救急車-ワンボックス
タイプ：ワンボックスタイプ、2WD換気
量：2000CC程度

ハイリスク妊婦の緊急時搬送用に用い
る。 11

超音波測定装置
ポータブル

走査方式：コンベックス 、ﾘﾆｱ
表示ﾓｰﾄﾞ:：B, M , B/M,
探触子:：コンベックス

妊婦の胎児発育状況の観察、学童の健康
検査など主に腹部検査の診断に用いる。 11

超音波診断装置
（白黒）市レベル

表示ﾓｰﾄﾞ：B, M , B/M,
モニター： 12ｲﾝﾁ
探触子：ｺﾝﾍﾞｯｸｽ

妊婦の胎児発育状況の観察、学童の健康
検査など主に腹部検査の診断に用いる。

11
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(3)配備計画図 

心血管造影撮影装置、ＣＴスキャナー、乳房Ｘ線撮影装置等のＸ線装置の配置計画図は巻末資料のとお

りである。 

 

3-2-4 調達計画 

(1) 調達方針 

 本計画は、日本国政府無償資金協力の枠組みに従って、日本国政府及び中国政府双方において承認、

交換公文（E/N）締結の後、正式に実施される。実施に際しては、中国側により日本法人コンサルタントが

選定され、機材の入札図書の準備並びに契約の承認作業に入る。入札図書完成後、入札において決定し

た日本法人の機材調達業者が施工を担当し、機材の調達・配備･設置が行れる。コンサルタント契約及び

機材調達にかかる業者契約は、日本国政府により認証され有効となる。 

 本計画の調達にあたっては、本計画が日本国政府の無償資金協力の枠組みに従って実施されるプロジ

ェクトである点を念頭に置き、以下の各項目に留意しながら調達計画を策定する。 

 

1) 日本側担当者と中国側担当者との間で実施工程を検討し、日本側及び中国側の負担事項、各工程

の着手時期を設定する。双方の工事が錯綜しないよう、工事の着工時期・完了時期を調整する。 

2) 工期を 大限に短縮するため、コンサルタント及び機材調達業者は機材搬入の 2 ヵ月前までに当該

施設を踏査し、機材搬入経路、設置予定場所、電気給排水等の状況を確認し、搬入業務工程表を

準備した上で実施にあたる。 

3) 納品作業は、約 2.4 ヵ月間を計画する。 

4) 保守・維持管理が必要な機材 （Ｘ線装置、超音波診断装置、高圧蒸気滅菌装置等）については、同

機材の製造業者または正規代理店の技術担当者が、各計画対象施設において操作指導等を行う。 

5) 日本から調達される機材の操作指導は、画像診断機器分野、一般医療機器分野等の日本人又は

現地（代理店）技術者が行う。 

 

(2) 調達上の留意事項 

 計画対象施設が現在活動中の医療施設である事を考慮し、日常の医療活動に支障を来たさない搬入ス

ケジュールや搬入ルート及び保管場所等の確認と、機材配備時の手順等について対象施設側と協議を行

う事とする。 

 

(3) 調達・据付区分 

 本計画を実施するにあたっての日本側、中国側の分担範囲は以下のとおりである。 
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日本側の分担範囲 

1. 機材計画表に示す機材の調達にかかる費用 

2. 海上・陸上輸送費及び対象施設までの国内輸送費 

3. 機材の設置の為の費用（技術者派遣、現地傭人、開梱工具・計測器等の費用） 

4. 調達機材全般にわたる試運転、操作、点検、維持管理の指導を行う為の費用 

 

中国側の分担範囲 

1 機材据付、設置に必要とされる資料、情報等の提示 

2 機材搬入路の確保 

3 調達機材の保管場所の確保 

4 更新機材据付に伴う現有機材の撤去 

5 機材の輸入通関、免税処置 

 

(4) 調達監理計画 

1) 実施体制 

 本事業は次に示す 4 者により実施される。 

① 事業実施主体 

 本事業において主体となる責任機関は中国山西省商務庁及び山西省衛生庁、実施機関は省母

子保健院・児童病院及び 11 ヵ所の市母子保健院/所である。 

② コンサルタント 

 本プロジェクトは日本の無償資金協力で実施される為、その制度により日本のコンサルタントが中

国の実施機関との契約に基づき、入札・調達の各段階を通じて、公正な立場に立って指導・助言・調

整を行い、本計画の円滑な事業実施を図るための必要業務を行う。具体的な業務は以下のとおりで

ある。 

・図書承認 

機材調達用入札図書の確認作業（入札条件書・機材仕様書・入札予定価格書） 

・入札・調達契約の促進 

調達契約方式の決定、調達契約書案の作成、機材配備作業書の内容調査、調達業者の選

定（入札公示、入札及び入札評価、契約交渉及び契約立会い） 

・施工図等の検査及び承認 

調達業者から提出される機材仕様書、調達計画書の検査及び承認 

・調達状況報告 

施主及び関係機関に対する調達進捗状況の監理、報告 
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・支払いの承認手続の協力 

船積後に支払われる報酬に関する請求書等の内容検討及び手続の協力 

・調達業務におけるコンサルタント業務 

着工から完成までの各種業務の立会い 

 

③ 機材調達業者 

 機材の調達は、入札によって選定された日本の業者（商社）によって行われる。納入業者は中国側

との契約に基づき機材の製作・供給・搬入・据付等の業務を行い、同国側に対し機材の操作指導及

び維持管理の指導を行った後、引渡しを行う。 

④ 独立行政法人 国際協力機構（ＪＩＣＡ） 

 独立行政法人 国際協力機構（ＪＩＣＡ）は、本計画が無償資金協力の制度に従って適切に実施さ

れるようコンサルタントに助言する。また必要に応じて事業主体と協議し、本計画の実施促進を行う。 

 

2) 人員計画 

 実施設計･調達監理におけるコンサルタント業務従事者は、以下のとおりである。 

1）業務主任 (日本人コンサルタント)  1 名 

     

2）医療機材計画 1 担当 (日本人コンサルタント)  1 名 

     

3）医療機材計画 2 担当 (日本人コンサルタント)  1 名 

     

 

(5) 資機材等調達計画 

1) 機材の調達国 

 本プロジェクトにかかる調達機材は、原則として日本国または中国からの調達となる。 

 但し、次の①～④のいずれかを満たす機材は第三国製品の調達が認められる。 

① 調達すべき製品が日本で製造されていない事。 

② 日本で製造されているが、調達対象を日本産品と限定する事によって入札において競争が成立

せず、公正な入札が確保されない恐れが大きい事。 

③ 日本産品に限定する事で、輸送費等の関係で著しく高価なものとなり、援助効果を損なう恐れが

大きい事。または、代理店が存在しない等の事情で十分な維持管理が困難となり、援助効果が

減殺される恐れがある事。 

④ その他、調達の緊急性等やむを得ない事情がある事。 

２）スペアパーツの調達先 

日本製品及び第三国製品は中国国内に販売代理店があり、周期交換部品の調達が中国市場で容

易な機種を計画する。 
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3) 機材搬入方法 

 国外からの調達品は中国天津港または上海港まで海上輸送し、同港で通関した後、陸路で各計画

対象施設へ輸送する。機材は輸送の誤配が生じないよう、各対象施設毎に木箱詰め又はコンテナー

詰めにして輸送する。 

 

(6) 実施工程 

1) 実施スケジュール 

 本機材整備計画が日本国政府の閣議で承認され、両国間でその実施にかかる交換公文が締結さ

れる場合、本計画は以下の手順で進められる。 

1. 両国政府間の交換公文の締結 

2. 実施機関と日本国政府公認の外国為替取引銀行との間で、本計画に要する日本側供与資金の

支払いに関する取り極めの締結(銀行取極) 

3. 実施機関と日本のコンサルタントとの間で、コンサルタント業務委託契約の締結 

4. 実施機関によるコンサルタント業務委託契約に対する支払い授権書の発給 

5. 日本国政府による上記契約の認証 

6. コンサルタントによる入札図書の作成 

7. 実施機関による入札図書の承認とコンサルタントによる入札準備 

8. 入札の実施及び入札書の評価 

9. 実施機関と日本の商社との間での機材調達にかかる業者（売買）契約の締結 

10. 日本国政府による上記契約の認証 

11. 実施機関と供給業者により締結された業者（売買）契約にかかる支払い授権書の発給指導 

12. 機材製作・施工図の承認（機材供給会社から提出される機材の仕様書の検討・承認、必要事項

の指示、山西省衛生庁との連絡を密にし、施工上支障がないよう調整する） 

13. 機材立会い検査（必要に応じ、コンサルタントは機材の出荷前工場検査に立会い、実施機関の

代理人として承認する） 

14. コンサルタントによる機材据付場所の現状確認及び据付作業スケジュール調整 

15. 調達監理（コンサルタントは契約に従い、実施機関の代理人として機材仕様書等の検査・承認、

機材の検査・承認、内陸輸送の監理・指導、相手国側負担事項の実施状況の監理を実施） 

16. 工程管理（コンサルタントは交換公文に明示された期限内に、機材調達契約が完了するよう工程

を管理し、機材供給業者に必要な指示を行う） 

17. 完成検査及び試運転（コンサルタントは調達機材の据付・設置検査及び試運転検査を行い、仕

様書に記載された性能が保証されている事を確認し、検査完了書を施主に提出する） 

18. 完成引渡し 
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2) 実施期間 

 交換公文締結後に日本側で行う各業務に要する期間は、およそ次のとおりである。 

 

表 3-4 実施期間及び業務内容 

業 務 内 容 工 期 

1. 入札図書案の確認 

2. 入札図書の承認 

3. 入札業務、業者契約と承認 

4. 機材製作（出荷前検査） 

5. 輸送 

6. 据付業務（試運転、調整、運転指導・訓練、維持管理指導、引渡

し完了の確認等を含む） 

1.0 ヵ月 

0.7 ヵ月 

2.8 ヵ月 

4.0 ヵ月 

0.6 ヵ月 

1.9 ヵ月 

合     計 約 11.0 ヵ月 

 

 上記の事業工程を次の工程図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 事業実施工程図 
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(輸送・サイト搬入)

(引渡) (計 約6.５ヶ月)
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(機材据付･調整･試運転)

(出荷前検査、中国製品)

現地業務 
国内業務 
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3-3.相手国側の分担事業の概要 

 

本計画の実施による中国側の分担範囲は次のとおりりである。 

 

(1) 本プロジェクトの実施期間中、一時的に事務所として使用する場所を医療施設内に提供する

こと。 

 

(2) 本計画に必要な周辺基盤（電力、水供給、排水、その他の施設）について機材据付までに整

備・提供し、新機材の設置予定場所にある現有機材を撤去すること。 

 

(3) 本計画により輸入される機材について、迅速な陸上げ、通関、国内の輸送の為に必要な便宜

を供与すること。 

 

(4) 本計画実施に係わる任務の為中国国内に滞在する日本国民に対し、関税およびその他の賦

課税の支払いを免除すること。 

 

(5) 本計画の実施に必要な機材の持ち込み及び役務の供与に携わる日本国民の中国における

滞在について、必要な便宜を供与し、またその安全を確保すること。 

 

(6) 銀行取極手数料、支払い授権書発行の手数料を支払うこと。 

 

(7) 無償資金協力により調達される機材等を適切かつ有効に維持管理し、使用すること。また、そ

の為に必要な予算、要員等の確保を行うこと。 

 

(8) 無償資金協力により調達される機材等を適切かつ有効に維持管理し、その利用および維持  

管理状況を定期的に日本国政府に報告すること。 

 

(9) 省母子保健院・児童病院の心血管造影撮影装置据付に伴なう同室の改修工こと、電源増設

工事を行なうこと。 

 

(10) 保守･維持管理に特殊技能を必要とする医療機材についてはメーカー代理店等と保守維持

管理契約を締結すること。 

 

（11） 本計画の実施に必要であるが日本の無償資金協力による負担ができない経費について、そ

の全てを負担すること。 
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3-4.プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

 現在、省母子保健院・児童病院では一部の現有機材（ＣＴスキャナー）について製造メーカー代理店

と保守サービス契約を結んでいる。保守サービスの範囲は契約金額の関係から定期点検は含まれず、

故障時修理に限られている。機材を長期間、良い状態で使用する為には専門技術者による定期点検

が不可欠である。本事業計画で調達が計画されているＣＴスキャナー、心血管造影装置、超音波診断

装置等恒常的な維持管理計画が求められる機材については製造メーカー代理店と保守サービス契約

を締結する為の費用を確保することを前提とする。 

 

次表に本協力こと業で調達が予定されている機材のうち、年間保守契約サービスが求められる機

材とその契約内容、契約条件、費用等を示した。 

 

 

 

 

機材名 台数
保守ｻｰﾋﾞｽ
契約内容

契約条件
年　間

契約金額

心血管造影装置 1
年2回の定期点検及
び故障時の修理

部品代は別途費用とす
る

220万円

CTスキャナー 1
年2回の定期点検及
び故障時の修理

部品代は別途費用とす
る

100万円

Ｘ線装置 1
年2回の定期点検及
び故障時の修理

部品代は別途費用とす
る

18万円

移動型Ｘ線診断装置 1
年2回の定期点検及
び故障時の修理

部品代は別途費用とす
る

12万円

超音波診断装置 1
年2回の定期点検及
び故障時の修理

部品代は別途費用とす
る

60万円

合計 410万円

表3-5　省母子保健院・児童病院の年間保守ｻｰﾋﾞｽ契約費用
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3-5.プロジェクト概算事業費 

 

3-5-1 概算事業費 

 本協力事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、約 8.７５億円となる。先に述べた日本と中

国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記３)に示す積算条件によれば、次のとおりと見積もら

れる。 なお､概算事業費が即交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

 

1) 日本側負担経費 

 

概算総事業費                    約８７２百万円 

 

表３－６ 日本側負担経費 

 

 

2) 中国側負担経費  250,000 元 (約 300 万円) 

アンギオ室の改修工事費用及び同室の電源増設工事に必要な費用。 

①制御室の移動・改修工事費  234,000 元 (約 280 万円) 
②電源増設工事      16,000 元 (約 20 万円) 

 

3) 積算条件 

1. 積算時点 平成 17 年 5 月 

2. 為替交換レート 1 米ドル =105.25 円 

 １ユーロ =137.79 円 

 1 人民元 =12.71 円 

3. 施工期間 一期による工事とし、詳細設計、機材調達の期間は施行工程に示したと

おり。 

4. その他 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施されるものと

する。 

 

 

 画像診断機器 262

 一般医療機器 441 703

29

140

　費　　目 概算事業費（百万円）

省母子保健院
 ・児童病院

機材

実施設計･調達監理・技術指導

母子保健院／
 母子保健所

産婦人科、
小児科機器

140
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3-5-2 運営・維持管理費 

 省母子保健院･児童病院の過去 4 年間の運営・維持管理の関連費用は以下のとおりである。この内、薬

剤、消耗品費が機材の運営費に直接関連する費用である。医療機器購入費は本計画で調達を予定して

いない手術鋼製小物、（耳鼻科、歯科、心臓外科、一般外科など）と日常診療活動に不可欠な聴診器、

血圧計などの購入に充てている。また医療機材維持費にはメーカー代理店による保守サービス費用が含

まれる。ここ４年間の薬剤、消耗品費伸び率は 167％となっている。 

 

 

表 3-７ 省母子保健院･児童病院の運営・維持管理費（過去 4 年間の）支出 

             （単位/万元） 

種   類 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 00-03 年

増加率 

薬剤、消耗品費 1438.00 1708.98 2252.80 2400.38 167%

医療機器購入費 347.40 545.70 559.10 592.80 170%

医療機材維持費 13.30 26.20 11.40 19.80 148%

合   計 1,798.70 2,280.88 2,823.30 3,012.98 168%
 出典：省母子保健院・児童病院の提出資料 

 

本協力事業で調達が予定される機材はその大多数が計画対象施設で現在運用中の機材の更新または

補充である事から、運営・維持管理費の面で大きな問題は生じないと判断する。とは言え一部の機材が補

充されたり、更新される事により医療活動の範囲が広がり運営費の増加が予想される事から、中国側の予

算措置が必要となる。次表に示すように本事業計画で調達が予定される機材にかかる年間の運営、維持

管理費は約 3,356 万円(264 万元)と計算される。このうち補充など数量増により追加となる運営維持管理費

は 30％ 約 1,000 万円(77 万元)と試算される。省母子保健院･児童病院の薬剤、消耗品費は 2003 年実績

で約 3.05 億円（2400 万元）であり、増加分は市レベル母子保健院に要する運営維持管理費分約 89 万円

（約 7 万元）を差し引くとおよそ 890 万円（70 万元）、現行の薬剤、消耗品費予算のおよそ 2.9％と微細であ

る事から負担可能な範囲である。さらに機材が更新・補充される事により医療サービス活動が向上し、有料

診療による収入の伸びが期待できる事から、財務的自立発展性は確保されるものと判断する。 

市レベル母子保健院/所に要する運営維持管理費用は施設当り 7.5 万～8.5 万円(約 5,700～6,400

元)である。2003年度運営維持管理費の年間支出実績は 200～1,508万元であり、新規機材導入による負

担増は同支出実績の 0.05%～0.28%と微細なことから自助努力により吸収できる範囲であると判断する。 
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表 3-8 調達機材にかかる年間維持管理費         

単位/千円 

機    材 消 耗 品 金  額 

CT スキャナー、心血管造影装置などの放射線

診断装置    

造影剤、フィルム、電極等 
\4,517

手術灯、電気メス、麻酔器、患者監視装置、人

工心肺などの手術関連機材 

麻酔ガス、酸素、笑気、電球、電

極等 
\17,814

超音波診断装置、心電計、脳波計、などの ME

機器 

コンタクトゲル、記録紙、電極等 
\700

顕微鏡、黄疸計、血液ガス分析器、自動血球

分析器等の臨床検査機器 

電球、試薬、電極等 
\1,797

鼻―喉頭鏡、大腸鏡、胃腸内視鏡、腹腔鏡等

の内視鏡検査器  

ハロゲンランプ等 
\177

救急車 フィールター、潤滑油、燃料等 \2,259

その他 :輸液ポンプ、シリンジポンプ､分光光度

計、pH メーターなど 

輸液セット、注射筒、試薬等 
\6,296

年 間 維 持 管 理 費 合 計 
\33,560

 (約 264 万元)

1 元(中国)＝12.71 円 

 

＊ 現在の活動実績（患者数、治療件数、診断件数）から上記維持管理費を試算した。詳細は資料 7 参照。 
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証 



 

第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

1）直接効果 

① 計画対象施設において、老朽化等により使用不能・不調な状況にある母子保健関連の医療

機材の整備により、山西省における母子保健医療サービス体制が整備され、適切な母子保

健医療サービスが提供される。 

② 医療サービスの向上に伴い、各計画対象施設における手術件数、外来患者数、臨床検査数、

分娩件数、病床占有率が増加する 

③ 本機材整備を通じて山西省の母子保健医療サービスにおけるレファラル体制が強化される。 

④ 母子保健医療サービス機能の向上により、山西省における妊産婦死亡率、乳児死亡率、5 歳

未満児死亡率の引き下げおよび施設分娩率の向上が期待される。 

 

2）間接効果 

機材の更新・補充を通じて医療サービス内容の充実・規模の拡充が図られ、受け入れ患者数が増

加する。その結果診療収入の増加が見込まれ、計画対象施設の財政的自立性が高まる。 

 

4-2 課題・提言 

上述のように、本プロジェクトは多大な効果が期待され、実施の意義は大であると考える。なお、本

事業効果がより発現・持続するために以下の点につき改善、整備する事が肝要である。 

 

本プロジェクトは現在、量的･質的に不足している医療機材の整備を通じ、母子保健サービスのトッ

プおよびセカンドレファラル施設の医療活動の充実を図り、中国山西省の母子保健ネットワークシス

テムの強化をハード面から支援するものである。ソフト面の整備、例えば医療従事者の定期的な再

教育制度の強化、医療サービスの質的向上の推進、住民への保健医療に対する認識の向上等に

ついては中国側により実施されることが望ましい。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

本協力事業の実施は、以下により妥当であると判断する。 

① 本プロジェクトの裨益対象が山西省住民の約６0％（約 2,000 万人）の女性及び子供であるこ

と。 

② 本プロジェクトの目標が BHN に合致し、緊急的に求められている山西省の母子の医療保健

事情改善に供するプロジェクトであること。 

③ 中国山西省が独自の資金と人材・技術で運営・維持管理を行う事ができ、過度に高度な技術

を必要としないこと。 

④ 中国山西省の母子保健医療計画の目標達成に資するプロジェクトであること。 
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⑤ 過度に収益性の高いプロジェクトでなく、収益は施設や機材の運営・維持管理を円滑に行う

ために活用される事が期待できる。 

⑥ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難なくプロジェクトが実施可能であること。 

 

4-4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されるとともに、本プロジェクトが広く中国国民

のBHNの向上に寄与するものであることから、協力対象事業に対して、我が国の無償資金協力を実

施する妥当性は確認される。さらに、本プロジェクトの運営・維持管理についても、中国側体制は人

員・資金ともに十分であり、問題ないと考えられる。 
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1.調査団員・氏名 



１．調査団員氏名 

 

１）基本設計調査 

 

 

２）基本設計概要説明調査 

 
 

1) 

 

 

2) 

 

3) 

 

 

4) 

 

5) 

 

6) 

 

 
総括 

 

 

技術参与 

 

計画管理 

 

 

業務主任/機材計画（Ⅰ） 

 

機材計画（Ⅱ）/設計計画 

 

中国語通訳 

 
岩切 敏 

 

 

放生 雅章 
 

靳   建華 

 

 
木村 新一 

 

岩崎 賢二 

 

古川 明 

 
独立行政法人国際協力機構         

中国事務所次長 

 

国立国際医療センター１３Ｆ北病院医長 

 

独立行政法人国際協力機構         

中国事務所 
 

ビンコー株式会社 

 

ビンコー株式会社 

 

ビンコー株式会社 

 

1) 総 括 岩切　敏
独立行政法人国際協力機構
中国事務所次長

2) 技術参与 放生　雅章 国立国際医療センター13F北病棟医長

3) 計画管理 芳沢　忍
独立行政法人国際協力機構
無償資金協力部業務第三グループ
保健医療チーム

4) 業務主任/機材計画(Ⅰ） 木村　新一 ビンコー株式会社

5) 機材計画（Ⅱ） /設備計画 岩崎　賢二 ビンコー株式会社

6) 地域医療体制 朝倉　正子 ビンコー株式会社

7) 調達計画/積算 浅沼　靖子 ビンコー株式会社

8) 中国語通訳 古川　明 ビンコー株式会社
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3.関係者（面会者）リスト 



 

資料３ 
関係者（面会者）リスト 
日本側関係者 

中華人民共和国日本大使館 一等書記官 大森 一顕 

次 長 岩切 敏 

項目主管 中村  覚 
JICA 中華人民共和国事務所 

 

 項目主管助理 靳  建華 

中国側政府関係者 

中華人民共和国 商務部 国際経貿関連 調研員 康 炳建 

中机国際招標公司 第六業務部 高級項目経理 李 錦 

対外経済弁公室 副所長 袁 珠 山西省 商務庁 
 国外経済技術合作所 所 長 田 保民 

山西省 衛生庁／ 
中華医学会山西分会 

- 
庁長 
会長 

李 俊峰 

山西省 衛生庁 - 副庁長 王 昕 

山西省 衛生庁 基層衛生婦幼保健局 局 長 郭 湛英 

山西省計画対象施設関係者 

- 院 長 王 国平 

- 副院長 劉 志平 

- 副院長 胡 建国 

- 副院長 崔 小麗 

心臓内科 副主任医師 楊 林海 

神経内科 主任医師 陶 拉 

神経内科 主任医師 趙 早生 

神経内科 副主任医師 韓 虹 

神経内科 主任医師 林 麗君 

泌尿内科 主任医師 方 淇偉 

泌尿内科 主任医師 王 素梅 

泌尿内科 副主任医師 崔 建午 

救急センター 主任医師 姚 建宏 

救急センター 副主任医師 劉 政 

山西省母子保健院・児童病院 

 

救急センター 副主任医師 劉 克哉 
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山西省計画対象施設関係者 

麻酔手術室 副主任医師 程 燕生 

産 科 主任医師 史 素麗 

産 科 副主任医師 呂 改華 

産 科 副主任医師 王 莉 

産 科 副主任医師 杜 秀萍 

形成外科 主任医師 張 鴻駿 

形成外科 主任医師 唐 偉椿 

分子微生物室 主任医師 李 世光 

分子微生物室 副主任医師 武 仙果 

分子微生物室 助 手 曹 海燕 

病理科 主任医師 趙 文英 

病理科 主任医師 王 文杰 

 

 

 

 

 

 

山西省母子保健院・児童病院 

 

 

 

 

 

 病理科 副主任医師 張 淑恵 
大同市母子保健所 - 院 長 王 建英 

朔州市母子保健所 - 院 長 刘  保泉 

忻州市母子保健院 - 院 長 郭 志勇 

太原市母子保健院 - 院 長 杏 海 

晋中市母子保健院 - 院 長 吴  进军 

陽泉市母子保健院 - 院 長 潘  玉泉 

呂梁市母子保健院 - 院 長 奐 怠責 

長治市母子保健院 - 院 長 李 俊 

晋城市母子保健院 - 院 長 秦 光利  

臨汾市母子保健院 - 院 長 贾 爱芹 

運城市母子保健院 - 院 長 張 文吉 
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４.討議議事録 
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